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医療機関名 
医療法人 藤井会 

石切生喜病院 

住所 大阪府東大阪市弥生町18番28号 

院長 山本 久美夫 

病床数 ３３１床 

常勤医師数 ９９人（令和2年8月1日現在） 

勤務日 月～土（うち1日は自宅研修日。祝日を除く） 

研修医受入上限人数 12人／期 

標榜診療科 

内科・糖尿病代謝内科、血液内科・血液腫瘍

内科、神経内科、呼吸器内科、消化器内科、

腎臓内科、循環器内科、脳神経外科、外科

（消化器外科・肝胆膵外科）、呼吸器外科、

心臓血管外科、整形外科、形成外科、皮膚科、

耳鼻咽喉科、眼科、婦人科、泌尿器科、 

放射線診断科、放射線治療科、麻酔科、 

リハビリテーション科、病理診断科、 

乳腺外科 

 

１．研修可能事項 

× 地域医療 × 一般外来（週   日） × 訪問診療（週   日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

○ 外科  呼吸器外科  乳腺外科  心臓血管外科 

 皮膚科  婦人科  形成外科 ○ 血液内科 

 脳神経外科  眼科  麻酔科  救急科 

○ 消化器内科 ○ 呼吸器内科 ○ 循環器内科  整形外科 

 泌尿器科  放射線治療科     

 

３．研修の目標 

 

４．研修の方略 

（救急診療センター） 

（消化器内科） 

（循環器内科） 

医師としての基本的な価値観を自らのものとし、基本的診療業務ができるレベルの資質・能力を 

習得することを目標に、プライマリ・ケアから高度医療まで幅広い分野の多くの症例を経験する 

ことによって、地域医療と高度医療の融合に応えられ、チーム医療を実践できる医師を養成する。 

指導医とともに屋根瓦式研修を担い、より深く広く、救急・総合診療を習得する。 

消化器疾患の診療、内視鏡診断や手技などを通して、医師として基本となる診療技術、心得を学ぶ。 

急性心筋梗塞や急性心不全などの救急疾患から、入院中の患者さんまで、また、急性期から慢性期ま

で、幅広く循環器疾患について学ぶ。 
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（腎臓内科） 

（血液内科・血液腫瘍内科） 

（呼吸器内科） 

（麻酔科） 

（外科・消化器外科） 

（整形外科） 

（脳神経外科） 

（呼吸器外科） 

（婦人科） 

（乳腺外科） 

（心臓血管外科） 

 

腎生検等による専門診療はもちろん、基本的な内科診療（問診・診察・検査・診断・資料）を修練す

ることにより、総合内科的診療能力を習得する。また、透析センターにおける研修で、血液透析・腹

膜透析、そして血漿交換や吸着療法など特殊血液浄化法も学ぶ。指導医からマンツーマンで日常診療

の指導を受け、腎病理カンファレンスや病棟カンファレンスに参加する。学会や研究会での発表指導

も受けることができる。 

血液内科は、白血病やリンパ腫に抗がん剤を点滴するだけではなく、実臨床では、脳外科や循環器内

科からコンサルトされる多血症や本態性血小板症の症例も研修する。また、薬剤性の血球減少や不明

熱など総合病院ならではの様々なコンサルトを対応する。  

アットホームな雰囲気の中で、呼吸器内科領域の多彩な症例を経験する。 

２年目の麻酔科志望者に限り、1人で麻酔ができるようになる。 

消化管・肝胆膵を中心に、広く一般外科診療を行う。 

（消化器外科） 

外科の基本手技・考え方を学ぶ。主に腹腔鏡手術を通して、解剖・手術内容・考え方に触れる。 

（肝胆膵外科） 

疾患の病態・生理を理解する。エビデンスや患者背景などを広く考察した上で治療方針を立てていく

過程を修練する。 

積極的な2年次研修医は手術に参加する。外科専門研修における手術経験にもカウント可。 

救急外傷患者の様々な四肢・脊椎外傷の研修を行う。 

基本的な画像読影及び診察法、初期治療の実習をする。 

頭部外傷や脳卒中などの救急診療を行う。 

特に脳卒中診療においては、超急性期脳梗塞治療のブレイクスルーといえる、機械的血栓回収療法に

も 24/7 対応し、１次脳卒中センターとしての重責を担っている環境で研修を行う。 

日本脳神経外科学会専門医認定制度研修プログラム参加施設であり、専攻医とともに初歩から高度な

手技まで研修をする。 

基本的に全例モニター下で基本外科手技を行う完全胸腔鏡下手術を行っているため、手術室にいる全

員が同じモニターを共有し、拡大された鮮明な術野を見ることができる為、教育面でも優れており、

外科の素晴らしさを堪能できる。 

積極性を持って参加し、自分の頭で考察し、質問してくる研修医を期待する。 

外来、病棟（手術｟良性・悪性腫瘍の開腹・膣式・内視鏡手術｠、ターミナルケア、化学療法など）

にて、様々な疾患を研修する。 

乳腺疾患の診断（画像診断、針生検）や治療（手術、抗がん剤治療等）を学ぶことができます。 

緩和ケアを含め、がん診療に興味のある方、大歓迎です。 

外科医として習得すべき手技の反復を行う。周術期の全身管理を行う。 
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（形成外科） 

（泌尿器科） 

（皮膚科） 

（眼科） 

（放射線診断科） 

（放射線治療科） 

経験可能な手技 

（外科） 

開腹・閉腹 腹腔鏡手術カメラ 胆摘術 虫垂切除 

（呼吸器外科） 

Wet laboトレーニング ※能力に応じて、適宜   

（乳腺外科） 

乳がん手術 針生検 体表エコー マンモグラフィー読影 

乳腺腫瘍摘出（局所麻酔） 術後管理（ドレーンなど） 化学療法  

（心臓血管外科） 

開胸 血管露出 静脈採取 人工血管バイパス術 

人工心肺    

（消化器内科） 

経鼻胃管挿入 上部消化管内視鏡 腹部エコー  

（皮膚科） 

真菌検鏡 皮内テスト 凍結療法 皮膚生検 

光線療法 パッチテスト 炭酸ガスレーザーによる切除  

（婦人科） 

腹腔鏡手術 開腹手術 膣式手術  

（形成外科） 

局麻手術 縫合   

（呼吸器内科） 

気管支鏡検査 ネーザルハイフロー NPPV  

（血液内科） 

骨髄検査 腰椎穿刺 CV挿入  

（脳神経外科） 

頭部外傷救急の初期対応 脳卒中救急の初期対応 腰椎穿刺  

脳外科手術の基礎（切開、縫合、穿頭、脳室穿刺など） 

脳血管撮影の基礎（動脈穿刺、カテーテルの誘導、止血など） 

（眼科） 

蛍光眼底造影 OCT 抗VEGF薬硝子体内注射  

（麻酔科） 

※能力に応じて、無限    

形成外科の一般的な手術・考え方などを学ぶ。 

良性疾患から悪性疾患まで、市中病院で扱う一般的な診療を経験する。 

外来患者の基本的な common disease を経験する。 

感染症からアトピー性皮膚炎など、様々な疾患を経験する。 

眼科諸検査を理解し、実践する。抗VEGF薬を理解する。外来手術・肉眼手術助手を行う。 

各領域のCTやMRIを見慣れることを目標とする。 

放射線治療全般の臨床経験を行う。IMRT、定位照射などの高精度放射線治療の治療計画を行う。 
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（救急科） 

※能力に応じて、無限    

（循環器内科） 

動脈ライン挿入 CVカテーテル挿入 気管挿管 心エコー検査 

心臓カテーテル検査    

（腎臓内科） 

中心静脈ルート確保    

（整形外科） 

骨折の手術    

（泌尿器科） 

膀胱鏡検査など    

（放射線治療科） 

放射線科外来診察 放射線治療計画   

 

５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修  

病棟回診 外来 手術 

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール  

基本 午前（ ９：00  ～   ：   ） 午後（   ：   ～  17：30 ） 

（外科・消化器外科） 

月 手術 手術・（17：30～18：00）勉強会 

火 病棟回診 病棟 

水 （8：30～9：00）術後カンファレンス・手術 手術・（17：30～18：00）勉強会 

木 病棟回診 病棟／救急 

金 病棟回診 病棟／救急 

土 （8：30～9：00）術前カンファレンス・手術  

（整形外科） 

月 外来・病棟回診 
検査（脊椎）・（15：10～）症例カンファ 

       （16：00～）部長回診 

火 （8：10～）術前カンファ・手術 手術 

水 外来・病棟回診 救急外来 

木 外来・病棟回診 検査 

金 （8：10～）術前カンファ・手術 手術 

土 研修日 研修日 
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（脳神経外科）                                   ＊救急は適宜 

 午前（ ９：00  ～  12：00 ） 午後（ 13：00  ～  17：00 ） 

月 合同回診・病棟管理 合同カンファレンス・病棟管理 

火 カンファレンス・病棟管理 勉強会・血管内治療 

水 回診・手術 手術 

木 回診・手術 手術 

金 回診・病棟管理 病棟管理 

土 研修日 研修日 

（呼吸器外科） 

月 手術 手術 

火 病棟 病棟 

水 呼吸器センターカンファ・手術 手術 

木 病棟 病棟 

金 呼吸器センターカンファ・病棟 気管支鏡検査 

土 研修日 研修日 

（形成外科） 

月 外来・手術 手術 

火 外来・手術 病棟回診 

水 外来 病棟回診 

木 外来 手術・病棟回診 

金 外来・手術 病棟回診 

土 研修日 研修日 

（泌尿器科） 

月 外来処置・病棟回診 特殊外来（病棟・透析室回診） 

火 手術 手術 

水 外来処置・病棟回診 特殊外来カンファレンス（病棟・透析室回診） 

木 病棟・透析室回診 病棟・透析室回診 

金 手術 手術 

土 研修日 研修日 

（婦人科） 

月 外来  

火 外来 病棟回診 

水 手術 手術・術後カンファレンス 

木 手術 手術・術後カンファレンス 

金 外来・病棟回診  

土 研修日 研修日 

（乳腺外科） 

月 病棟業務 手術 

火 外来 病棟業務 

水 病棟業務 病棟業務 

木 手術 手術 

金 外来 外来 

土 外来 病棟業務 
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（心臓血管外科） 

月 心臓カテーテル外来 心臓カテーテル・カンファレンス 

火 手術 手術・術後管理 

水 術後管理・心臓カテーテル外来 術後管理・心臓カテーテル・カンファレンス他 

木 手術 手術・術後管理 

金 術後管理・外来 心臓エコー 

土 研修日 研修日 

（眼科） 

月 手術 手術・カンファレンス 

火 外来 検査・レーザー治療 

水 外来 検査・レーザー治療 

木 手術 手術・カンファレンス 

金 外来 検査・レーザー治療 

土 研修日 研修日 

（皮膚科）       ＊基本、朝は外来ですが、病棟の往診等、時間を合わせて行くこともあります。 

  午前（ 9：00 ～ 12：30 ） 午後（ 14：00 ～ 16：00 ） 

月 外来 病棟 

火 外来 生検、小手術、光線療法、パッチテストなど 

水 外来 褥瘡回診 

木 外来 病棟 

金 外来 生検、小手術、光線療法、パッチテストなど 

土 外来  

（耳鼻咽喉科） 

月 外来 アレルギー外来 

火 外来・手術 アレルギー外来 

水 研修日 研修日 

木 外来 手術 

金 外来 手術 

土 外来 外来 

（放射線治療科） 
  午前（ 8：30 ～ 12：00 ） 午後（ 13：00 ～ 17：30 ） 

月 放射線治療・診察 放射線治療・診察 

火 放射線治療・診察 放射線治療・診察 

水 放射線治療・診察 放射線治療・診察 

木 放射線治療・診察 放射線治療・診察 

金 放射線治療・診察 
放射線治療・診察 

治療患者カンファレンス 

土 研修日 研修日 

（救急科） 

月 救急外来 救急外来 

火 研修日 研修日 

水 救急外来 救急外来 

木 救急外来 救急外来 

金 救急外来 救急外来 

土 救急外来  
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（麻酔科） 

月 （9：00～9：15）カンファレンス・麻酔 麻酔 

火 麻酔 麻酔 

水 麻酔 麻酔 

木 麻酔 麻酔 

金 麻酔 麻酔 

土 研修日 研修日 

（内科） 

月 外来 病棟回診・カンファレンス 

火 外来 病棟回診 

水 自己研修 自己研修 

木 外来 病棟回診 

金 外来 病棟回診 

土 外来／病棟回診  

（循環器内科） 

月 病棟・ｶﾃｰﾃﾙ検査治療 病棟・ｶﾃｰﾃﾙ検査治療 

火 病棟・ｶﾃｰﾃﾙ検査治療・心ｴｺｰ 病棟・ｶﾃｰﾃﾙ検査治療 

水 病棟・ｶﾃｰﾃﾙ検査治療・症例検討会 病棟・ｶﾃｰﾃﾙ検査治療・ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 

木 病棟・ｶﾃｰﾃﾙｱﾌﾞﾚｰｼｮﾝ 病棟・ｶﾃｰﾃﾙ検査治療 

金 病棟・ｶﾃｰﾃﾙｱﾌﾞﾚｰｼｮﾝ 病棟・ｶﾃｰﾃﾙ検査治療・経食道ｴｺｰ 

土 心ｴｺｰ  

（呼吸器内科） 

月 病棟回診・外来 CT ガイド下・肺生検 

火 病棟回診・外来 救急 

水 病棟回診 気管支鏡・カンファレンス 

木 病棟回診・外来 病棟回診 

金 病棟回診 気管支鏡 

土 病棟回診  

（腎臓内科） 

月 外来 病棟回診・ショートカンファレンス 

火 病棟回診 病棟回診 

水 外来 腎生検 

木 外来 診療カンファレンス（腎病理を含む） 

金 透析室回診 病棟回診 

土 透析室回診  

（消化器内科（一例）） 

月 上部消化管内視鏡・病棟回診 下部消化管内視鏡・病棟回診・カンファレンス 

火 上部消化管内視鏡・病棟回診 下部消化管内視鏡・病棟回診 

水 上部消化管内視鏡・病棟回診 胆膵内視鏡・病棟回診 

木 上部消化管内視鏡・病棟回診 治療内視鏡（ESD、ELS など）、回診 

金 上部消化管内視鏡・腹部エコー 下部消化管内視鏡、回診 

土 研修日 研修日 
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（血液内科） 

 午前（ ９：00  ～  12：00 ） 午後（ 14：00  ～  16：00 ） 

月 外来見学 CV 挿入・骨髄検査等 

火 研修日 研修日 

水 外来見学 骨髄検査等 

木 病棟回診 血液学レクチャー 

金 病棟回診 外来見学 

土 研修日 研修日 

 

８．受入可能な期間 

○ １期のみ 乳腺外科、消化器内科、呼吸器内科、皮膚科、形成外科、血液内科、
眼科、救急科、循環器内科、整形外科、泌尿器科、放射線治療科 

○ ２期連続 乳腺外科、消化器内科、呼吸器内科、心臓血管外科、呼吸器外科、 
婦人科、脳神経外科、救急科、循環器内科、整形外科 

○ その他（６カ月） 麻酔科（６カ月）、外科（制限なし）、腎臓内科（制限なし） 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

婦人○ 
呼内○ 
外科○ 
消内○ 
脳外○ 
循内○ 
腎内○ 
整形○ 
麻酔○ 
救急○ 
乳腺○ 
放治○ 
ウロ× 
呼外× 
心外× 
皮膚× 
形成× 
血内× 
眼科× 

婦人○ 
呼内○ 
外科○ 
消内○ 
脳外○ 
循内○ 
腎内○ 
整形○
麻酔○ 
救急○ 
乳腺○ 
放治○ 
ウロ× 
呼外× 
心外× 
皮膚○ 
形成× 
血内× 
眼科○ 

婦人○ 
呼内○ 
外科○ 
消内○ 
脳外○ 
循内○ 
腎内○ 
整形○
麻酔○ 
救急○ 
乳腺○ 
放治○ 
ウロ○ 
呼外× 
心外○ 
皮膚○ 
形成○ 
血内× 
眼科○ 

婦人○ 
呼内○ 
外科○ 
消内○ 
脳外○ 
循内○ 
腎内○ 
整形○
麻酔○ 
救急○ 
乳腺○ 
放治○ 
ウロ○ 
呼外× 
心外○ 
皮膚× 
形成○ 
血内○ 
眼科○ 

婦人○ 
呼内○ 
外科○ 
消内○ 
脳外○ 
循内○ 
腎内○ 
整形○
麻酔○ 
救急○ 
乳腺○ 
放治○ 
ウロ○ 
呼外○ 
心外× 
皮膚× 
形成○ 
血内○ 
眼科○ 

全科○ 

婦人○ 
呼内○ 
外科○ 
消内○ 
脳外○ 
循内○ 
腎内○ 
整形○
麻酔○ 
救急○ 
乳腺○ 
ウロ○ 
呼外○ 
心外○ 
皮膚○ 
形成○ 
血内○ 
眼科× 

全科○ 

婦人○ 
呼内○ 
外科○ 
消内○ 
脳外○ 
循内○ 
腎内○ 
整形○ 
麻酔○ 
救急○ 
乳腺○ 
放治○ 
ウロ○ 
呼外○ 
心外× 
皮膚○ 
形成○ 
血内○ 
眼科× 

婦人○ 
呼内○ 
外科○ 
消内○ 
脳外○ 
循内○ 
腎内○ 
整形○ 
麻酔○ 
救急○ 
乳腺○ 
放治○ 
ウロ○ 
呼外○ 
心外× 
皮膚○ 
形成○ 
血内× 
眼科× 

婦人○ 
呼内○ 
外科○ 
消内○ 
脳外○ 
循内○ 
腎内○ 
整形○ 
麻酔○ 
救急○ 
乳腺○ 
放治○ 
ウロ○ 
呼外○ 
心外○ 
皮膚○ 
形成○ 
血内× 
眼科○ 

 

１０．宿舎  

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約    ㌔ 

宿舎の設備等 

 

１１．食事について  

○ 院内コンビニ・売店 × 近隣コンビニ等 ○ 院内食堂  300円／食 

× 病院食等    円／食 その他（                       ） 
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医療機関名 
医療法人 医誠会 

医誠会病院 

住所 大阪府大阪市東淀川区菅原6-2-25 

病院長 松本 勝美 

病床数 ３２７床 

常勤医師数 ８７人（令和2年8月1日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金 

研修医受入上限人数 １人／期 

標榜診療科 

総合内科、消化器内科、循環器内科、糖尿病内科、

呼吸器内科、血液・腫瘍内科、腎臓内科、 

消化器外科、脳神経外科、心臓血管外科、 

呼吸器外科、脊椎脊髄外科、整形外科、泌尿器科、

婦人科、乳腺・内分泌外科、形成美容外科、 

皮膚科、救急科、麻酔科、放射線科放射線治療科、

病理診断科、臨床検査科、 

リハビリテーション科 
 

１．研修可能事項 

× 地域医療 × 一般外来（週   日） × 訪問診療（週   日） 

  

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

 救急診療科  麻酔科  消化器外科 ○ 消化器内科 

 脳神経外科・脊椎脊髄外科     

 

３．研修の目標 

 

４．研修の方略 

経験可能な手技 

気道確保 人工呼吸 胸骨圧迫 圧迫止血法 

包帯法 採血法(静脈血・動脈血) 注射法(皮内・皮下・筋肉・点滴) 腰椎穿刺 

穿刺法(胸腔・腹腔) 導尿法 胃管の挿入と管理 局所麻酔法 

創部創傷・ガーゼ交換 簡単な切開・排膿 皮膚縫合 気管挿管 

・チーム医療ができ、患者の立場にたった良質な医療を提供できる医師の育成 

・総合的にプライマリケアができ、適切な対応がとれる医師の育成 

・大阪府下トップクラスの救急搬送件数の救急診療科での豊富な症例・手技の経験 

・救急診療科、麻酔科、消化器内科、消化器外科、脳神経外科・脊椎脊髄外科にて1～2ヶ月、研修 

を行う。 

・消化器内科（内科系診療科）・消化器外科（外科系診療科）での研修中は週1日程度の外来研修 

を行う。 

・救急件数（搬送・独歩）が多い救急診療科の研修では、数多くの手技・症例経験を行う。 

・当直は、研修中の診療科問わず救急外来で実施し、入院患者の急変時対応を救急科の指導医と 

ともに経験する。 

・救急科研修中並びに当直明けは8：40～9：00迄、朝カンファレンスを実施。 
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５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修 

病棟対応 初期救急対応 外来対応（消化器内科、消化器外科、脳神経外科） 

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール 

  午前（ ８：30 ～   ：   ） 午後（   ：   ～  17：00 ） 

月 8：30 出勤 隔週 16：00～17：00 勉強会、17：00 退勤 

火 8：30 出勤 17：00 退勤 

水 8：30 出勤 17：00 退勤 

木 8：30 出勤 月 1 回 16：00～17：00 勉強会、17：00 退勤 

金 8：30 出勤 17：00 退勤 

土 8：30 出勤 17：00 退勤 

 

８．受入可能な期間 

○ １期のみ ○ ２期連続 ○ その他 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

× 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ 〇 〇 〇 

 

１０．宿舎  

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約    ㌔ 

宿舎の設備等 

 

１１．食事について  

〇 院内コンビニ・売店 〇 近隣コンビニ等 〇 院内食堂 

× 病院食等  円／食 その他（院内食堂 1食500円、その他近隣に飲食店あり） 
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医療機関名 
医療法人 河内友絋会 

河内総合病院 

住所 大阪府東大阪市横枕1番31号 

院長 高田 俊明 

病床数 ３５０床 

常勤医師数 ３７人（令和3年3月1日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金・土（AM） 

研修医受入上限人数     1人／期 

標榜診療科 

内科、消化器科、循環器科、外科、脳外科、 

整形外科、心臓外科、婦人科、小児科、 

形成外科、放射線科、救急科 

 

1．研修可能事項 

× 地域医療 ○ 一般外来（週２～５日） × 訪問診療（週   日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

○ 内科 ○ 小児科     

 

３．研修の目標 

 

４．研修の方略 

経験可能な手技 

小児の静脈点滴確保 髄液穿刺 腸重積の整復(高圧浣腸) 内視鏡処理 

イレウス管挿入 採血（A.V） 気管挿管 CV挿入 

末梢ルート Aライン 胃管挿入 尿道カテーテル挿入 

PEG    

 

 

 

 

 

 

・総合的な臨床能力を有する医師育成を目指し、Emergency Care と Primary Care に重点を置

き、医療に関わる基本的な臨床能力を修得する。 

・患者に対して高い専門性と適切な医療が提供できるトレーニングを積む。 

・地域の中核的病院としての機能を活かし、地域に密着した医療を学ぶことを主眼とする。 

・初期診断から適切なコンサルテーションでの一連の基本的診療技術を研修する。 

・地域2次救急輪番に参加し、市中病院で経験する1～2次症例の First Touch を行う。 

・救急部の研修では、1～2次といえども救急・各科専門医による指導が受けられ、さらには3次へ

のトリアージとその診療に自ら関わることにより、ワンランク上の救急研修が経験できる。 
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５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修 

内視鏡検査 救急外来 病棟業務 

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール 

（内科） 

  午前（ 9：00 ～ 12：00 ） 午後（ 13：00 ～ 17：00 ） 

月 救急外来 一般外来 

火 一般外来 病棟回診 

水 内視鏡 内視鏡 

木 病棟回診 救急外来 

金 内視鏡 病棟回診 

土   

 （小児科） 

  午前（ 9：00 ～ 12：00 ） 午後（ 13：30 ～ 17：00 ） 

月 一般外来 病棟回診 予防接種 

火 一般外来 病棟回診 小児内分泌外来 

水 一般外来 病棟回診 予防接種 

木 一般外来 病棟回診 
乳幼児健診 小児循環器外来     

１８時から翌朝８時まで１～２次小児救急 

金 病棟回診  

土 一般外来 小児内分泌外来  

 

８．受入可能な期間 

○ １期のみ  ２期連続  その他 

 

９．受入可能な期 

（内科） 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

× × × × × × × × 〇 × × 
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（小児科） 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

× × × × × × 〇 × × × 〇 

 

１０．宿舎  

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約    ㌔ 

宿舎の設備等 

 

１１。食事について  

○ 院内コンビニ・売店 ○ 近隣コンビニ等 ○ 院内食堂 

○ 病院食等 ３００円～／食 その他（                       ） 
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医療機関名 
医療法人 協仁会 

小松病院 

住所 大阪府寝屋川市川勝町11-6 

院長 齊藤 幸人 

病床数 １９０床 

常勤医師数 ４６人（令和２年８月３１日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金・土（AM） 

研修医受入上限人数 2人／期 

標榜診療科 

内科、小児科、外科、泌尿器科、耳鼻科、

眼科、リハビリ科、糖尿病センター、 

歯科口腔外科、整形外科、皮膚科 

 

１．研修可能事項 

○ 地域医療 ○ 一般外来（週 ４ 日） × 訪問診療（週   日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

○ 小児科       

 

３．研修の目標 

  

４．研修の方略 

経験可能な手技 

乳幼児計測 乳幼児鎮静 吸入処置 鎮痙 

採血 採尿 点滴 迅速診断 

予防接種 脳波 プリックテスト 注腸整復 

 

 

 

 

 

・総合診療ケアに必要な基本的な小児診療を学び、身につける。 

・食物アレルギー診療、夜尿診療、てんかん診療の実践を経験する。 

・年365日の小児科外来と創立50周年の病児保育所を併設する等、地域密着型小児科を特徴とする。 

・一般外来診療を中心とした研修を行い、小児診療の基本を学ぶ。 

・予防接種、乳幼児健診、病児保育など、小児科予防医療を学ぶ。 

・専門医による、小児アレルギー外来、小児神経外来、夜尿外来を補助し学ぶ。 

・多職種共同診療を学ぶ。 

・採血・採尿・身体計測・予防接種など、基本手技を学ぶ。 

・食物負荷試験、脳波診断など、専門手技を学ぶ。 

写真等ご自由に 

ご利用ください。 
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５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修 

病児保育所往診 乳幼児健診 病棟担当医 

てんかん診療 小児アレルギー外来 夜尿外来 

食物負荷試験 画像診断 エコー診断 

小児救急   

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール 

  午前（ 9：00 ～ 12：30 ） 午後（ 13：30 ～ 16：30 ） 

月 一般外来 小児アレルギー外来 

火 小児神経外来 外来カンファランス、脳波外来 

水 一般外来 夜尿外来 

木 一般外来 予防接種 

金 一般外来 乳児検診、予防接種 

土 一般外来  

 

８．受入可能な期間 

○ １期のみ  ２期連続  その他 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

× 〇 〇 〇 × ○ 〇 × × × 〇 

 

１０．宿舎 

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約    ㌔ 

宿舎の設備等 

 

１１．食事について  

× 院内コンビニ・売店 〇 近隣コンビニ等 〇 院内食堂 

× 病院食等    円／食 その他（                       ） 
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医療機関名 
医療法人 春秋会 

城山病院 

住所 大阪府羽曳野市はびきの2丁目8番1号 

院長 石橋 孝嗣 

病床数 ２９９名 

常勤医師数 ６０人（令和2年10月1日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金 

研修医受入上限人数 ２人／年 

標榜診療科 

内科、消化器科、整形外科、脳神経外科、 

脳血管内治療科、形成外科、心臓血管外科、

循環器内科、眼科、放射線科、麻酔科、 

リハビリテーション科 

 

１．研修可能事項 

× 地域医療 × 一般外来（週   日） × 訪問診療（週   日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

 脳神経外科 〇 内科     

 

３．研修の目標 

  

４.研修の方略 

経験可能な手技 

脳出血・脳梗塞・くも膜下出血・脳炎・髄膜炎の鑑別 

運動ニューロン疾患・脊髄炎・脊髄腫瘍・脊髄小脳変性症・パーキンソン病・多発神経炎・ 

重症筋無力症・多発筋炎・進行性筋ジストロフィーなどの初期診断計画 

神経症状の背景にある全身性疾患 

脳ヘルニアを起こすような急性頭蓋内亢進状態(血腫、浮腫、水頭症) 

頭蓋・脊椎の単純X線像を読影し正常・異常の判断 

手術支援技術 

指導医の元に気管切開、脳室ドレナージなどの穿頭術、慢性硬膜下血腫の手術が行え、 

クラッチフィールドなどの頭蓋直達牽引装置装着 

 

 

様々な脳神経外科疾患の診断、検査、治療について研修を行い、基礎的知識と技術を習得する。 

・1. 脳神経外科的診察法 ・2. 神経学的診察・検査法 ・3. 検査(補助診断法) 

・4. 診断(脳神経外科) ・5. 診断(神経内科)    ・6. 7. 基本的治療1、2 

・8. 脳神経外科手術 

各項目について、SBOに明記する内容に沿って研修を実施する。 
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５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時には

振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修 

救急患者対応（ER） 手術  

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール 

  午前（  8：30 ～ 12：00  ） 午後（  13：00 ～ 17：00  ） 

月 カンファ、病棟、手術等 病棟、手術等 

火 〃 〃 

水 〃 〃 

木 〃 〃 

金 〃 〃 

土 休 休 

 

８．受入可能な期間 

○ １期のみ  ２期連続  その他 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

× × × × ○ ○ × × × × × 

 

１０．宿舎 

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約    ㌔ 

宿舎の設備等 

 

1１．食事について  

○ 院内コンビニ・売店 ○ 近隣コンビニ等 ○ 院内食堂 

× 病院食等    円／食 その他（                        ） 
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医療機関名 
医療法人 回生会 

宝塚病院 

住所 兵庫県宝塚市野上2丁目1番2号 

院長 馬殿 正人 

病床数 １３１床 

常勤医師数 ２１人（令和2年8月30日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金・土 

研修医受入上限人数 １人／年 

標榜診療科 

内科、循環器科、消化器内科、呼吸器科、 

外科、消化器外科、整形外科、脳神経外科、

血管外科、形成外科、皮膚科、肛門外科、 

泌尿器科、糖尿病内科、腎臓病内科、 

放射線科、リハビリテーション科 

 

１．研修可能事項 

× 地域医療 × 一般外来（週   日） ○ 訪問診療（週２、３回） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

○ 内科       

 

３．研修の目標 

 

４．研修の方略 

経験可能な手技 

気道確保・人工呼吸 胸骨圧迫 圧迫止血法 採血法（静脈血） 

注射法 導尿法 ドレーン・チューブ類の管理 胃管の挿入と管理 

除細動 動脈血ガス分析 心電図の記録 超音波検査 

 

 

 

 

 

・一次救急患者のプライマリケア 

・多疾患を合併する心疾患のマネジメント 

・退院調整・在宅治療導入の適応決定と訪問診療 

軽症の感染症や生活習慣病から、重症で死に至る可能性がある病気、例えば重症炎症性疾患、狭心

症、心筋梗塞、腎不全などの日常よく遭遇する疾患の患者を数多く経験することによって、医師と

して必要な基本的診療能力（知識、態度、習慣、技能）を身につけ、患者及びその家族から信頼さ

れる幅広い知識と病者への共感をもてる医師の育成を目的とする。 
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５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修  

救急対応 病棟対応  

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール 

  午前（ 9：00 ～ 12：00 ） 午後（ 13：00 ～ 17：00 ） 

月  退院カンファレンス・救急対応と病棟勤務 救急対応と病棟勤務 

火 救急対応と病棟勤務 訪問診療 

水 カンファレンス・心臓カテーテル検査 心臓カテーテル検査・訪問診療 

木 カンファレンス・救急対応と病棟勤務 訪問診療 

金 救急対応と病棟勤務 救急対応と病棟勤務 

土 救急対応と病棟勤務  

 

８．受入可能な期間 

○ １期のみ  ２期連続  その他 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

× 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ × × × × 

 

１０．宿舎 

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約    ㌔ 

宿舎の設備等 

 

１１．食事について  

× 院内コンビニ・売店 ○ 近隣コンビニ等 × 院内食堂 

○ 病院食等  300円／食 その他（                       ） 
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医療機関名 
医療法人 徳洲会 

徳之島徳洲会病院 

住所 鹿児島県大島郡徳之島町亀津7588 

院長 藤田 安彦 

病床数 １９９床 

常勤医師数 ９人（令和3年4月1日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金・土（AM） 

研修医受入上限人数 1人／期 

標榜診療科 

内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、

神経内科、外科、呼吸器外科、 

消化器外科、小児外科、整形外科、 

脳神経外科、形成外科、リウマチ科、小児科、

皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、 

耳鼻いんこう科、リハビリテーション科、 

放射線科、麻酔科、腎臓内科、血液内科、 

肝臓内科、小児神経内科、小児循環器内科、

小児泌尿器生殖器外科 

 

１．研修可能事項 

○ 地域医療 ○ 一般外来（週 １ 日） ○ 訪問診療（週 １ 日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

 総合診療科  産婦人科     

 

３．研修の目標 

 

４．研修の方略 

経験可能な手技 

挿管 手術助手 Aライン留置 CV挿入 

胸腔穿刺 内視鏡（希望者） PICC挿入 腹腔穿刺 

 

 

 

・地域における救急医療の現状を経験すると共に「救急患者を断らない」マインドの育成 

・患者さんが生活する場で、その地域性や文化を尊重した上で、医療人として何ができるか考えられ

る医師の育成 

・総合診療医として、新生児から高齢者まで診療できる能力を身につけ、どのような環境下でも活躍 

できる医師の育成 

・「救急患者を断らない」マインドで地域内でできる限りの初期診療を行う。 

・初期診療を行った上で、地域内で対応困難なケースの高次医療機関への搬送の同行を経験する。 

・急性期・慢性期・在宅・検死など、指導医のバックアップの下に幅広い業務を行う。 
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５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修      

救急外来 病棟業務 外来 

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール 

  午前（  9：00  ～  13：00  ） 午後（  13：00  ～  17：00  ） 

月 

総回診、病院回診、医局会、外来、 

救急外来、病棟業務、訪問診療 

外来、救急外来、病棟業務、訪問診療、 

手術、麻酔、小児科・産婦人科の研修 

火 

水 

木 

金 

土  

＊曜日によって変わります。土曜日は12：30まで。 

８．受入可能な期間 

○ １期のみ ○ ２期連続 ○ その他（３期まで延長可） 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

○ 〇 × × × × × × ○ ○ ○ 

 

１０．宿舎 

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約   0.3 ㌔ 

宿舎の設備等 

寝具・冷蔵庫・洗濯機・掃除機・エアコン・電子レンジ・コンロ・テレビ・ポット・調理器具   

食器・食器洗剤・洗濯洗剤・リンスインシャンプー・ボディーソープ・タオル・スリッパ・トイレ

ットペーパー・ティッシュペーパー・かみそり・歯ブラシ（使い捨て）・ネット環境（Wi-Fi）   

 

１１．食事について  

〇 院内コンビニ・売店 〇 近隣コンビニ等 〇 院内食堂 

〇 病院食等   0 円／食 その他（                      ） 
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１２．病院の特色 

 

徳之島は、100 歳以上の高齢者の割合と合計特殊出生率が全国トップレベルで「長寿・子宝の 

島」として有名です。その徳之島において、当院は出産数年間約 150 件で島内唯一の周産期施設で

あり、また登録者約 200 名の在宅患者を抱え、24 時間 365 日在宅での看取りにも対応していま

す。さらに徳洲会の理念「断らない救急」のもと、年間救急搬送 1,000 台を超える救急医療とそれ

に続く急性期医療、年間約 40 件に及ぶ島外ヘリ搬送にも対応し、徳之島における医療の最前線かつ

最終拠点を担っています。周産期から 100 歳を超える超高齢者までを対象とした医療を担う病院。

いのちの始まりから終わりまでの場面に立ち合い、関わり続けること。ここではそんな医療の現場に

触れることができます。 

 少人数制のためマンツーマンに近い指導であり、急性期、慢性期、在宅、検死と指導医のバックア

ップのもとに幅広い業務に携わります。 
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医療機関名 
医療法人 徳洲会 

松原徳洲会病院 

住所 大阪府松原市天美東7-13-26 

院長 吉田 毅 

病床数 １８９床 

常勤医師数 ３０人（令和2年4月1日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金・土 

研修医受入上限人数 1人／年 

標榜診療科 

内科、小児科、循環器内科、消化器内科、 

神経内科、心療内科、呼吸器内科、 

心臓血管外科、外科、呼吸器外科、肛門科、 

眼科、気管食道科、整形外科、脳神経外科、

耳鼻咽喉科、形成外科、歯科、 

歯科口腔外科、リハビリテーション科、 

放射線科、皮膚科、泌尿器科、アレルギー科、 

婦人科、麻酔科 

 

１．研修可能事項 

× 地域医療 × 一般外来（週   日） × 訪問診療（週   日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

○ 内科系  外科系     

 

３．研修の目標 

  

４．研修の方略 

経験可能な手技 

気道確保 人工呼吸 胸骨圧迫 圧迫止血法 

包帯法 採血法 注射法 腰椎穿刺 

穿刺法 導尿法 ﾄﾞﾚｰﾝ・ﾁｭｰﾌﾞ類の管理 胃管の挿入と管理 

局所麻酔法 創部消毒とｶﾞｰｾﾞ交換 簡単な切開・排膿 皮膚縫合 

軽度の外傷・熱傷の処置 気管挿管 除細動  

・総合的な臨床能力を有する医師の育成を目指す。 

・厚生労働省による臨床研修到達目標を目的とし、救急・プライマリから高齢者の介護まで幅広く

研修できるスーパーローテート方式に基づいている。 

【内科】基本目標を救急・プライマリケアの実践できる医師の養成とし、内科全般を研修する。上級

医または指導医のもと対応し、一般的な内科診療の基本を学び症状に合わせた治療を学習する。心

肺蘇生術や採血注射点滴ラインの確保等の技術を修得し本院の特色である救急やプライマリケアに

積極的に参加する。 

【外科】一般外科・消化器外科・救急・プライマリケアを基に、癌末期患者の緩和ケア医療の基本も

修得できる。 
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５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修 

回診 病棟業務  

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール 

内科 （一例） ※土曜日は12:30までの勤務 

  午前（ 8：30 ～ 12：00 ）※ 午後（ 13：00 ～ 17：00 ） 

月 回診、病棟業務 病棟業務 

火 回診、病棟業務 内科ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ、病棟業務 

水 論文抄読会、回診、病棟業務 病棟業務 

木 回診、ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ・勉強会、医局会、病棟業務 病棟業務、ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 

金 CT ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ、回診、病棟業務 病棟業務、ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 

 

８．受入可能な期間 

○ １期のみ ○ ２期連続  その他 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

× 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ 〇 〇 〇 

 

１０．宿舎  

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約    ㌔ 

宿舎の設備等 

 

１１．食事について  

○ 院内コンビニ・売店 ○ 近隣コンビニ等 ○ 院内食堂 

× 病院食等    円／食 その他（                       ） 
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医療機関名 
医療法人 長尾会  

ねや川サナトリウム 

住所 大阪府寝屋川市寝屋川公園2370-6 

院長 長尾 喜一郎 

病床数 ２６７床 

常勤医師数 ７人（令和2年8月1日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金・土 

研修医受入上限人数 １人／期 

標榜診療科 

精神科、心療内科、循環器内科、 

神経内科、内科、老年精神科、放射線科、

リハビリテーション科、歯科 

 

１．研修可能事項 

× 地域医療 × 一般外来（週  日） ○ 訪問診療（週0.5日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

○ 精神科  心療内科     

 

３．研修の目標 

 

４．研修の方略 

 

５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修 

外来診療（週に3回可能） 作業療法  

 

  

精神科病院での診療の実情について理解を深める。 

外来、入院等精神科病院での診療の実情に触れ、理解を深める。 
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７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール 

  午前（ 9：00 ～ 12：00  ） 午後（ 13：00 ～ 17：00  ） 

月          — — 

火 外来 サテライト CL・デイケア 

水 病棟 初診等 

木 病棟 初診等 

金 外来 病棟 

土 外来 外来・病棟 

 

８．受入可能な期間 

○ １期のみ  ２期連続  その他 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

× 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ 〇 〇 〇 

 

１０．宿舎 

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約    ㌔ 

宿舎の設備等 

 

１１．食事について  

〇 院内コンビニ・売店 × 近隣コンビニ等 × 院内食堂 

× 病院食等    円／食 その他（ 外部委託弁当  430円／食 ） 
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医療機関名 
医療法人 御殿山 

福田総合病院 

住所 大阪府枚方市渚西1丁目18番１１号 

院長 福田 正剛  

病床数 １７１床 

常勤医師数 ７人（令和2年9月24日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金 

研修医受入上限人数  １人／期 

標榜診療科 

内科、循環器科、神経内科、外科、整形外科、

泌尿器科、皮膚科、リウマチ科、 

リハビリテーション科 

 

１．研修可能事項 

× 地域医療 × 一般外来（週   日） × 訪問診療（週   日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

 整形外科       

 

３．研修の目標 

 

４．研修の方略 

 経験可能な手技 

創処置 手術の基本手技 ギプス・装具の基礎 手装具の作成 

 

５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

・整形外科の急性疾患・慢性疾患を全般的に研修する。 

・手外科領域については、手外科専門医が２名いるため専門的な研修を充実した環境で修得する。 

・手術の見学と参加 

・救急外来の対応 

・慢性疾患の管理 

・術後リハビリテーションの管理 

・一般整形外科 外来診療の経験 

 



― 31 ―

６．経験できる研修 

外来研修（週に２回可能） 訪問診療（週に１回可能）  

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール 

  午前（ ９：00 ～ １２：00   ） 午後（ １３：00 ～ １７：00   ） 

月 外来・救急 病棟 

火 手術 手術 

水 外来・救急 病棟 

木 手術 手術 

金 外来・救急 病棟 

土 研修なし 研修なし 

 

８．受入可能な期間 

○ １期のみ ○ ２期連続  その他 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ 〇 〇 〇 

 

１０．宿舎   

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約    ㌔ 

宿舎の設備等 

 

１１．食事について  

× 院内コンビニ・売店 ○ 近隣コンビニ等 × 院内食堂 

× 病院食等    円／食 その他（ 宅配弁当         ） 
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医療機関名 
医療法人 

明和病院 

住所 兵庫県西宮市上鳴尾町4-31 

院長 山中 若樹 

病床数 ３５７床 

常勤医師数 １０３人（令和2年7月31日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金・土(AM) 

研修医受入上限人数 1人／期 

標榜診療科 

内科、消化器内科、循環器内科、血液内科、 

糖尿病・内分泌内科、漢方内科、腎臓内科、 

人工透析内科、外科、消化器外科、 

乳腺・内分泌外科、 

呼吸器外科ペインクリニック外科、整形外科、

リハビリテーション科、皮膚科、形成外科、 

泌尿器科、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、 

産婦人科、放射線科、麻酔科、臨床検査科、 

病理診断科、救急科、歯科、歯科口腔外科 

 

１．研修可能事項 

× 地域医療 × 一般外来（週   日） × 訪問診療（週   日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

○ 内科 ○ 外科     

 

３．研修の目標 

 

４．研修の方略 

（外科） 

 

 

「親切で信頼される病院」をモットーとする地域密着型病院でかつ急性期医療を担っている当院に

おいて、医師として、患者の心を理解でき、多様化する社会のニーズに対応できる人格を養うこと

並びに医療安全対策の基本を身につける。 

・年間約1,100件の手術件数が多い当院において、癌根治手術や腹腔鏡手術など多くの術式を経験

する。 

・化学療法、放射線療法及び緩和ケアを積極的に経験する。 

・日本外科学会・日本消化器外科学会・日本消化器病学会・日本肝臓学会・日本肝胆膵外科学会・

日本大腸肛門病学会・日本呼吸器外科学会・日本がん治療認定医機構など各種認定研修施設であ

り、指導体制は整備されている。 
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（内科） 

 経験可能な手技 

（外科） 

末梢・中心静脈ルートの取りかた 膀胱バルーンの挿入 

静脈血・動脈血採血 胃チューブの挿入 局所麻酔法 創処置 

皮膚縫合 開腹、閉腹 胸腔、腹腔穿刺 胸腔ドレーン留置 

（内科） 

直腸診  腹部超音波検査 上・下部消化管造影 上部消化管内視鏡検査 

胸・腹水の穿刺 血液型判定、交叉適合試験   

 

５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修 

（外来） 

外来診療 手術見学 症例発表 

（内科） 

外来診療 処置見学  

 

 

 

 

 

 

 

・医療のみならず患者との良好な関係を築く為に最も重要な、詳細な問診と理学的所見の把握の 

習熟を徹底して実施する。 

・検査計画に関して、無駄を省いて必要な検査を落とさないよう留意しながら行う。 

・検査の実施に関して、基本的な検査の習熟並びに高度な技術を要する検査の見学を行いながら 

理解する。 

・治療計画に関して、EBMに基づいた治療が基本となるが、インフォームドコンセントに充分な配

慮をする習慣を身に付ける。 

・チーム医療を実行する上でメンバーの誰もが理解できるカルテを書く。 

・医療事故防止にも重点を置いた研修を行う。 
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７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール 

（外科） 

  午前（ 8：30 ～ 12：00 ） 午後（ 13：00 ～ 17：00 ） 

月 症例検討会・外来・手術 外来・手術・消化器合同検討会 

火 外来・手術 外来・手術 

水 症例検討会・外来・手術 外来・手術・術前検討会 

木 外来・手術 外来・手術 

金 症例検討会・外来・手術 外来・手術 

土 外来  

（内科） 

  午前（ 8：30 ～ 12：00 ） 午後（ 13：00 ～ 17：00 ） 

月 外来・内視鏡 外来・内視鏡・消化器合同検討会 

火 消化器内科カンファレンス・外来・内視鏡 外来・内視鏡・総合カンファレンス 

水 外来・内視鏡 外来・内視鏡 

木 内科カンファレンス・外来・内視鏡 外来・内視鏡 

金 外来・内視鏡 外来・内視鏡 

土 外来  

 

８．受入可能な期間 

○ １期のみ  ２期連続  その他 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

× 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ 〇 〇 × 

＊要調整 

１０．宿舎  

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・   円／月 場所 病院から約    ㌔ 

宿舎の設備等 

 

１１．食事について  

○ 院内コンビニ・売店 ○ 近隣コンビニ等 ○ 院内食堂 

× 病院食等    円／食 その他（                       ） 
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医療機関名 
医療法人 清心会 

八尾こころのホスピタル 

住所 大阪府八尾市天王寺屋6-59 

院長 松村 博隆 

病床数 ４２０床 

常勤医師数 １１人（令和2年8月現在） 

勤務日 月・火・水・木・金・土（第1/3/5） 

研修医受入上限人数 1人／期 

標榜診療科 精神科、心療内科、神経内科 

 

１．研修可能事項 

× 地域医療 × 一般外来（週   日） ○ 訪問診療（週１～２日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

○ 精神科       

 

３．研修の目標 

 

４．研修の方略 

経験可能な手技  

採血手技 動脈静脈 気道確保と気管挿管 胃管の挿入と管理 導尿 

人工呼吸 除細動 皮膚縫合  

 

 

 

 

 

 

・一般精神科医療の実際を体験し、臨床現場における精神療法的接近について学ぶ。 

・認知症疾患医療センターなどの業務を通じて認知症の診断と治療、地域でのケアについて学ぶ。 

・精神科の検査や治療の先進的な取り組みについて知ることができる。 

・地域の病院との連携から地域における精神科の役割について学ぶ。 

・外来診療の見学と病棟での入院受け持ち患者の診察、病棟カンファレンスに参加する。 

・病院外来機能の様々な分野の体験をする。 

リハビリ部門：精神科デイケア、作業療法、高齢者デイケア、認知症リハビリテーション等 

検査部門  ：心理検査の実際、脳波検査、頭部画像診断、光トポグラフィー等 

・認知症疾患センターの診断と治療のカンファレンスに参加する。 

・アウトリーチ活動に参加し、地域精神医療の現場を体験する。 

・特別な治療への参加：認知行動療法、ｍECT、治療抵抗性統合失調症治療（クロザピン） 
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５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修 

精神科一般外来 精神科訪問診療 精神科デイケア 

認知症疾患医療センター外来 重度認知症デイケア 精神科作業療法 

認知症検査の実施 知能・性格検査の実施 その他神経心理学的検査 

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール 

  午前（ 8：45 ～ 12：00 ） 午後（ 13：00 ～ 17：45 ） 

月 外来診療 病棟研修 

火 外来診療 ｍECT 病棟研修 

水 外来診療 デイケア 作業療法参加 

木 認知症疾患医療センター外来診療 訪問診療 

金 外来診療 ｍECT 病棟カンファレンス参加 

土 外来診療 病棟研修 

 

８．受入可能な期間 

○ １期のみ  ２期連続 ○ その他 

（本人の希望で３期まで延長可） 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

× 〇 × 〇 × ○ × ○ × × × 

 

１０．宿舎  

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約    ㌔ 

宿舎の設備等 

 

１１．食事について  

○ 院内コンビニ・売店 ○ 近隣コンビニ等 ○ 院内食堂 

× 病院食等    円／食 その他（                       ） 
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医療機関名 
医療法人社団 松下会  

白庭病院 

住所 奈良県生駒市白庭台6丁目10番1号 

理事長 平林 倫子 

病床数 １５０床 

常勤医師数 ２５人（令和２年８月１日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金・土（AM） 

研修医受入上限人数 1人／年 

標榜診療科 

内科、外科、整形外科、脳神経外科、眼科、

泌尿器科、救急科、皮膚科、 

リハビリテーション科、脳神経内科、麻酔科、

放射線科 

 

１．研修可能事項 

○ 地域医療 ○ 一般外来（週 ３ 日） × 訪問診療（週   日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

○ 内科       

 

３．研修の目標 

 

４．研修の方略 

経験可能な手技  

静脈穿刺 中心静脈穿刺 気管内挿管 腰椎穿刺 

硬膜外穿刺 エコー検査   

 

  

・ベッドタウンとしての生駒市と同市北部の郊外地区の住宅地と農村の混在した地域の医療について

実地に学ぶ。 

・急性期だけでなく、地域包括ケア病棟の診療など地域医療についてトータルに学ぶ。 

・当院の関連施設である回復期、老健施設などでの研修も可能である。 

・内科を中心とした外来診療に指導医とともに参加する。 

・高齢者に多い疾患の治療を経験する。 

・内視鏡検査など一般的な検査について学ぶ。 

・各種基本的手技について学ぶ。 

・リハビリテーション治療について見学する。 
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５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修 

外来研修（週に３回可能）   

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール 

  午前（9：00～13：00） 午後（13：00～17：00） 

月 〇 〇 

火 〇 〇 

水 〇 〇 

木 〇 〇 

金 〇 〇 

土 〇 × 

※詳細は都度お尋ねください。 

 

８．受入可能な期間 

○ １期のみ  ２期連続  その他 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

１０．宿舎 

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約    ㌔ 

宿舎の設備等 

 

１１．食事について  

〇 院内コンビニ・売店 〇 近隣コンビニ等 〇 院内食堂（350円/食） 

× 病院食等    円／食 その他（                       ） 
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医療機関名 
社会医療法人 山弘会 

上山病院 

住所 大阪府寝屋川市秦町15-3 

院長 上原 千典 

病床数 １８９床 

常勤医師数 １２人（令和2年8月30日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金 

研修医受入上限人数 1人／年 

標榜診療科 

内科、外科、整形外科、脳外科、形成外科、 

麻酔科、循環器内科、泌尿器科、 

リハビリテーション科 

 

１．研修可能事項 

× 地域医療 × 一般外来（週   日） ○ 訪問診療（週１～２日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

 リハビリテーション科       

 

３．研修の目標 

 

４．研修の方略 

経験可能な手技    

気道確保 人工呼吸 胸骨圧迫 採血法 

注射法 ﾄﾞﾚｰﾝ/ﾁｭｰﾌﾞ類の管理 胃管の挿入と管理 気管挿管 

 

 

 

 

 

・急性期から回復期及び生活期に向けての社会復帰のためのリハビリテーションについて研修 

・リハビリテーションチームについて（リハビリテーション科医、リハビリテーション看護師、理

学療法士、作業療法士、言語聴覚士、社会福祉士、栄養科）研修 

・訪問リハビリテーションについて研修 

・脳血管疾患（脳梗塞・脳出血・くも膜下出血等）、骨折・関節術後、神経疾患・脊髄疾患、外傷

等による障害に対して診断・評価し早期よりのリハビリテーション治療を通じて社会復帰が可能

となるような研修を習得する。 

・訪問リハビリテーションでの在宅治療の研修 

・ボツリヌス療法や装具療法の見学研修 

・社会的背景や生活環境に包括的にアプローチ研修 
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５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修 

訪問診療 

（週に1～2回可能） 

チーム医療の実践 脳血管疾患、脊椎・骨関節疾患の病態と治療

を理解 

担当患者のカンファレンス 訪問リハビリテーション 多職種との連携の重要性を理解 

障害の診断・評価 神経学的検査 リハビリテーション治療（PT/OT/ST）の

実践 

摂食・嚥下訓練・評価   

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール 

  午前（ 9：00 ～ 12：00 ） 午後（ 13：00 ～ 17：00 ） 

月 病棟回診・初回入院患者カンファレンス リハビリテーション治療 

火 病棟回診 ボツリヌス療法や装具療法 

水 病棟回診 担当者カンファレンス 

木 病棟回診 訪問リハビリテーション 

金 病棟回診・初回入院患者カンファレンス リハビリテーション治療 

土 休 休 

 

８．受入可能な期間  

 １期のみ  ２期連続 ○ その他（２週間） 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

× × 〇 〇 × × × × × × × 

 

１０．宿舎 

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約    ㌔ 

宿舎の設備等 

 

１１．食事について  

× 院内コンビニ・売店 O 近隣コンビニ等 O 院内食堂 

× 病院食等    円／食 その他（                       ） 
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医療機関名 
社会医療法人 美杉会 

男山病院 

住所 京都府八幡市男山泉１９番地 

院長 荒木 雅人 

病床数 １９９床 

常勤医師数 ３３人（令和２年９月１日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金 

研修医受入上限人数 １人／期 

標榜診療科 

内科、消化器内科、血液内科、糖尿病内科、

腎臓内科(人工透析)、緩和ケア内科、 

神経内科、外科、乳腺外科、肛門外科、 

整形外科、形成外科、脳神経外科、 

リウマチ科、小児科、皮膚科、泌尿器科、 

婦人科（休診中）、眼科、耳鼻咽喉科、 

リハビリテーション科、放射線科、麻酔科 
 

１．研修可能事項  

× 地域医療 ○ 一般外来（週 ３ 日） × 訪問診療（週   日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可  

○ 総合内科 ○ 循環器内科 ○ 消化器内科 
○ 

  

腎臓内科 

(血液透析) 

○ 血液内科 ○ 神経内科 ○ 呼吸器内科 ○ 糖尿病内科 

 

３．研修の目標 

  

４．研修の方略 

経験可能な手技  

超音波検査 内視鏡検査 血液透析 気管挿管 

中心静脈ｶﾃｰﾃﾙ挿入 胸腹水穿刺 腰椎穿刺 骨髄穿刺 

 

・第一線の臨床医として、一般的にみられる疾患の初期対応やその後の診断・治療および患者対応 

の仕方等を習得する。 

・当院は地域の中核病院として、一次・二次救急を担当しており救急件数も多く、あらゆる内科疾

患を経験する。 

・内科各サブスペシャリティーの専門医が在籍しており、随時専門医に相談し、指導を仰ぐ。 

・グループ内に66の事業所（３病院、老健施設、介護施設、訪問看護ほか）があり、地域住民が急

性期疾患を患い入院し、慢性期のリハビリや治療終了後の介護に至るまで、シームレスに診る体

制ができており、患者の全身状態把握能力を修得する。 

・指導医の管理のもとに、週１回外来を担当し、指導医とともに入院患者を担当する。 

・一般外来・救急外来なども、担当医とともに診療する。 

・各種検査（超音波、内視鏡、CT、MRIなど）を指導医のもとに経験する。 

・コメディカルを含む勉強会・症例検討会・種々のカンファレンスに参加・発表する。 
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５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修・症候等  

内科一般外来   

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール  

  午前（8：30～12：00） 午後（13：00～17：00） 

月 8：30～朝礼 消化管内視鏡 病 棟 

火 特殊外来見学 病 棟 

水 一般内科外来担当 病 棟 

木 心エコー 病棟、内科医局会・診断検討会 

金 救急外来 病 棟 

土 休 休 

 

８．受入可能な期間 

○ １期のみ ○ ２期連続  その他（         ） 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

○ ○ 〇 ○ 〇 ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ 

  

１０．宿舎  

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約    ㌔ 

宿舎の設備等 

 

１１．食事について  

○ 院内コンビニ・売店 ○ 近隣コンビニ等 × 院内食堂 

○ 病院食等 350円／食 その他（                      ） 
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医療機関名 
社会医療法人 美杉会 

佐藤病院 

住所 大阪府枚方市養父東町65番1号 

院長 河合 泰博 

病床数 １２０床 

常勤医師数 ２４人（令和３年３月１日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金 

研修医受入上限人数 １人／期 

標榜診療科 

内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、

血液内科、糖尿病内科、腎臓内科、神経内科、

外科、呼吸器外科、消化器外科、乳腺外科、

肛門外科、整形外科、脳神経外科、 

形成外科、腫瘍外科、内視鏡外科、 

アレルギー科、リウマチ科、皮膚科、 

泌尿器科、眼科、リハビリテーション科、

放射線診断科、放射線治療科、救急科、 

泌尿器科、麻酔科 

 

１．研修可能事項 

○ 地域医療 ○ 一般外来（月 ２ 回） × 訪問診療（週   日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

○ 総合内科 ○ 消化器内科 ○ 循環器内科 ○ 腎臓内科（血液透析） 

 

３．研修の目標 

 

４．研修の方略 

 

・第一線の臨床医として、一般的にみられる疾患の初期対応やその後の診断・治療および患者対応

の仕方等を習得する。 

・地域の中核病院として、一次・二次救急を担当し、救急件数も多く、様々な内科疾患を経験す

る。 

・内科各サブスペシャリティーの専門医が在籍しているため、随時専門医に相談でき指導を仰ぐこ

とができるため、その場で身に付き、さまざまな対応や内容を修得することができる。 

・グループ内に69の事業所（３病院、老健施設、介護施設、訪問看護ほか）があり、地域住民が急

性期疾患を患い入院し、慢性期のリハビリや治療終了後の介護に至るまで、シームレスに診る体

制を理解できる。 

・指導医の管理のもとに、週１回外来を担当し、指導医とともに入院患者を担当する。 

・一般外来・救急外来なども、担当医とともに診療する。 

・各種検査（超音波、内視鏡、CT、MRIなど）を指導医のもとに経験する。 

・コメディカルを含む勉強会・症例検討会・種々のカンファレンスに参加・発表する。 
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経験可能な手技 

超音波検査 内視鏡検査 血液透析 気管挿管 

中心静脈ｶﾃｰﾃﾙ挿入 胸腹水穿刺 腰椎穿刺  

 

５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修 

外来診療 内科一般外来  

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール 

  午前（8：30～12：00） 午後（13：00～17：00） 

月 8：30～朝礼 消化管内視鏡 病棟、内科医局会・診断検討会 

火 特殊外来見学 病 棟 

水 一般内科外来担当 病 棟 

木 心エコー 病 棟 

金 救急外来 病 棟 

 

８．受入可能な期間 

○ １期のみ ○ ２期連続  その他 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

× × × × × × 〇 ○ × × × 

 

１０．宿舎   

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約    ㌔ 

宿舎の設備等 

 

１１．食事について  

× 院内コンビニ・売店 ○ 近隣コンビニ等 ○ 院内食堂 

○ 病院食等 350円／食 その他（                       ） 
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医療機関名 

社会医療法人 真美会 

大阪 旭
あさひ

こども病院 

（旧 中野こども病院） 

住所 大阪府大阪市旭区新森4-13-17 

院長 荒木 敦 

病床数 ７９床 

常勤医師数 １０人（令和2年8月1日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金・土（AM） 

研修医受入上限人数     2人／期 

標榜診療科 小児科、小児精神科 

 

１．研修可能事項 

○ 地域医療 ○ 一般外来（週 ２ 日） × 訪問診療（週   日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

○ 小児科       

 

３．研修の目標 

 

４．研修の方略 

経験可能な手技 

小児の点滴 小児の採血 カテーテル尿 採尿 髄液検査 

エコー 脳波検査   

 

 

 

 

・365日24時間診療を行う病床数79床の小児内科専門病院において、指導医のもと病棟診療を行え

る医師の育成 

・小児特有の様々な疾患を経験しながら、チーム医療を実践できる医師の育成 

・他職種との連携を図ることができる医師の育成 

・小児救急医療（一次、二次） 

・小児感染症の急性期治療 

・小児の診察技術、検査の適応、状態評価、検査結果の評価 

・小児の問診 

・患児との関わり 

・患児及び家族への検査結果や治療説明 

・小児への投薬量や輸液量 

・他職種との合同カンファレンスに参加 
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５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修 

病棟診療   

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール 

  午前（ 8：30  ～  12：30  ） 午後（ 13：15  ～  17：15  ） 

月 病棟カンファレンス 病棟診療 病棟診察 

火 診療部長回診 病棟診療 医局会 病棟診察 

水 病棟カンファレンス 病棟診療 病棟診察 

木 病棟カンファレンス 病棟診療 退院カンファレンス 

金 院長回診 病棟診療 病棟診察 （常勤医と共に当直） 

土 病棟カンファレンス 病棟診療 休み 

 

８．受入可能な期間 

○ １期のみ ○ ２期連続  その他 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

× 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ 〇 〇 〇 

 

１０．宿舎 

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約    ㌔ 

宿舎の設備等 

 

１１．食事について  

○ 院内コンビニ・売店 ○ 近隣コンビニ等 ○ 院内食堂 

○ 病院食等   0円／食 その他（                       ） 
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医療機関名 
社会医療法人 有隣会  

東大阪病院 

住所 大阪府大阪市城東区中央1丁目7-22 

院長 北野 均 

病床数 ２６５床 

常勤医師数 ２４人（令和3年3月1日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金・土 

研修医受入上限人数 １人／期 

標榜診療科 

内科、呼吸器腫瘍内科、循環器内科、 

消化器内科、内分泌・糖尿病内科、 

腎臓内科（透析）、緩和ケア内科、外科、

整形外科、脳神経外科、 

リハビリテーション科、皮膚科、放射線科、

リウマチ科、麻酔科 

 

１．研修可能事項 

× 地域医療 ○ 一般外来（週 ２ 日） × 訪問診療（週   日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

○ 内科 ○ 呼吸器腫瘍内科 ○ 循環器内科 ○ 消化器内科 

 緩和ケア内科  整形外科     

 

３．研修の目標 

 

４．研修の方略 

経験可能な手技  

中心静脈穿刺 腹腔穿刺 胃管挿入 動脈採血 

胸腔ドレーン 気管支挿管 胸腔穿刺 腰椎穿刺 

縫合    

 

  

・市中病院における救急医療     ・高齢者の慢性期医療 

・担癌患者の初期～終末医療     ・在宅医療 

・担当医として主治医と共に入院・外来医療を行う。 
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５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修 

緩和ケア 外来対応 病棟管理 

救急対応   

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール 

  午前（ 8：40 ～ 12：40 ） 午後（ 13：40 ～ 17：40 ） 

月 外来・病棟管理 外来・病棟管理 

火 外来・病棟管理 外来・病棟管理 

水 外来・病棟管理 外来・病棟管理 

木 外来・病棟管理 外来・病棟管理 

金 外来・病棟管理 外来・病棟管理 

土 外来・病棟管理 15：00 まで 

 

８．受入可能な期間 

○ １期のみ  ２期連続  その他（          ） 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ 〇 〇 〇 

 

１０．宿舎  

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約    ㌔ 

宿舎の設備等 

 

１１．食事について  

〇 院内コンビニ・売店 〇 近隣コンビニ等 × 院内食堂 

× 病院食等    円／食 その他（ 仕出し弁当発注 ） 
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医療機関名 
社会医療法人 若弘会 

若草第一病院 

住所 大阪府東大阪市若草町1-6 

院長 山中 英治 

病床数 ２３０床 

常勤医師数 ４９人（令和2年10月1日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金 

研修医受入上限人数 1人／期 

標榜診療科 

内科、循環器内科、呼吸器内科、消化器内科、

小児科、外科、整形外科、泌尿器科、 

眼科、耳鼻いんこう科、婦人科、皮膚科、 

形成外科、脳神経外科、放射線科、麻酔科、

救急科、ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科、病理診断科 

 

１．研修可能事項   

× 地域医療 ○ 一般外来（週１～２日）  訪問診療（週   日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

○ 内科 ○ 外科 ○ 麻酔科   

 

３．研修の目標 

 

４．研修の方略 

経験可能な手技 

包帯法 注射法 採血法 創部消毒とガーゼ交換 

簡単な切開・排膿 皮膚縫合法 軽度の外傷、熱傷処理  

 

 

 

 

 

・24時間365日救急を受け入れており、がん診療をはじめとした地域の医療ニーズに柔軟に対応し

た地域完結型医療を経験する。 

・一般診療、救急医療を通じて、プライマリ・ケアを中心に幅広い診療能力を身につける。 

・指導医とともに診療にあたり、既往歴を聞き検査計画を立てる。 

・一般外来研修では指導医の下で診療を行い、内科外来研修はAMのみ週2日を１カ月、外科外来研

修はAMのみ週2日を7カ月研修する。 

・基本的に指導医とマンツーマンの熱心な指導の下、1次～2次までのcommon diseaseを多く 

経験する。 
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５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修       

外来業務 病棟業務 手術 

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール  

  午前（9：00 ～ 12：00） 午後（13：00 ～ 17：00） 

月 内科 病棟業務 

火 外科 病棟業務 

水  病棟業務 

木 内科 病棟業務 

金 外科 病棟業務 

土 休 休 

 

８．受入可能な期間 

内科・麻酔科 

○ １期のみ  ２期連続  その他（         ） 

外科 

○ １期のみ ○ ２期連続  その他（         ） 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

○ × × ○ 〇 × × ○ 〇 ○ ○ 

  

１０．宿舎 

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約    ㌔ 

宿舎の設備等 

 

１１．食事について  

○ 院内コンビニ・売店 × 近隣コンビニ等 ○ 院内食堂 

× 病院食等    円／食 その他（                       ） 
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医療機関名 
社会福祉法人 恩賜財団 

大阪府済生会泉尾病院 

住所 大阪府大阪市大正区北村3-4-5 

院長 平居 啓治 

病床数 ４４０床 

常勤医師数 ７０人（令和２年３月31日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金・土（隔週） 

研修医受入上限人数 1人／期 

標榜診療科 

循環器内科、消化器内科、総合内科、 

呼吸器内科、免疫内科、 

糖尿病・内分泌内科、腎臓内科、脳神経内科、

外科、消化器外科、整形外科、脊椎外科、 

脳神経外科、麻酔科、泌尿器科、眼科、 

皮膚科、形成外科、耳鼻咽喉科、婦人科、

小児科、精神科、リハビリ科、放射線科、

病理診断科 

 

１．研修可能事項 

× 地域医療 ○ 一般外来（週 ２ 日） × 訪問診療（週   日） 

 

２．研修受入可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

○ 総合内科       

 

３．研修の目標 

 

４．研修の方略 

経験可能な手技 

胸水穿刺 腹水穿刺 骨髄穿刺 動脈採血 

 

 

 

 

・多様なcommon diseaseを経験して地域における疾患の実態を知る。 

・人格の涵養に努めて患者とのコミュニケーション能力を高める。 

・プライマリケアの診療能力を高め全人的医療を行う素地を形成する。 

・病棟・外来の診療を担当するだけでなく、病棟回診や症例検討会、カンファレンス、抄読会、他科

合同カンファレンスに参加する。 

・多職種から成るNSTやICT、緩和ケアなどのチーム医療に参画する。 

・多面的に態度・技能・知識を含めた診療能力の向上を目指す。 
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５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修 

安全管理 感染管理 臨床倫理  

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール 

  午前（ 9：00 ～ 12：00 ） 午後（ 13：00 ～ 17：00 ） 

月  緩和医療回診 

火   

水 外来診療 NST（栄養サポートチーム）回診 

木   

金 外来診療 ICT（感染管理チーム）回診 

土   

 

８．受入可能な期間 

○ １期のみ  ２期連続  その他（         ） 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

× ○ 〇 ○ 〇 ○ 〇 ○ 〇 ○ × 

 

１０．宿舎  

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約    ㌔ 

宿舎の設備等 

 

１１．食事について  

○ 院内コンビニ・売店 ○ 近隣コンビニ等 × 院内食堂 

× 病院食等    円／食 その他（院内食堂は感染防止のため閉鎖中） 
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医療機関名 
社会福祉法人 恩賜財団 

大阪府済生会茨木病院 

住所 大阪府茨木市見付山2丁目1番45号 

院長 立田 浩 

病床数 ３１５床 

常勤医師数 ５５人（令和2年8月末日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金・土（AM） 

研修医受入上限人数 1人／期 

標榜診療科 

内科、消化器科、循環器科、小児科、外科、
整形外科、脳神経外科、心臓血管外科、 
眼科、耳鼻咽喉科、放射線科、皮膚科、 
泌尿器科、産婦人科、精神科・神経科、 
麻酔科、形成外科、リハビリテーション科 

 

１．研修可能事項 

× 地域医療 ○ 一般外来（週１～２日） × 訪問診療（週   日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

○ 消化器内科 ○ 腎臓内科 ○ 糖尿内科 ○ 循環器内科 

 

３．研修の目標  

 

４．研修の方略 

経験可能な手技 

気道確保 人工呼吸 胸骨圧迫 圧迫止血法 

除細動 採血法 注射法 局所麻酔法 

創部消毒とガーゼ交換    

 

１．医師としての考え方、日常診療で頻繁に遭遇する疾患に適切に対応できるように、基本的診察

能力（病歴聴取・理学所見・検査・治療手技・診療態度等）を身につける。 

２．チーム医療の構成役割を理解し、その他幅広い医療メンバー及び患者・家族と協調できる能力

を身につける。 

３．将来の専門性にかかわらず、医学・医療の社会的ニーズを認識する。 

４．医師として法律・制度・規程を理解し診療録その他必要医療記録を正しく記載できる。 

５．医療安全・院内感染に対する考え方を理解し常に安全な医療を行う心構えと習慣を身につけ適

切に対応できる。 

６．生涯にわたる自己学習の習慣を身につけることができる。 

７．地域完結型医療を理解し推進する為、適切なタイミングで、診療所・他病院への患者紹介がで

きる。 

８．自己評価を行い、指導者評価、第 3 者による評価を受け入れ、診療その他に対する対応を再確

認し自己能力向上に役立てることができる。 

９．緊急疾患（処置・対応）、慢性疾患（治療・予防・在宅・社会復帰）に対する診療対応につい

ての総合的な管理方法を身につける。 

・外来研修時は指導医の外来に同席し補助を行う。 

・外来診察以外の研修として、病棟の患者管理補助を行う。 
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５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 
指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 
指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に
は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 

他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修 

カンファレンスへの参加 症例検討会への参加  

 
７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール 
（消化器内科） 

  午前（ 9：00 ～ 12：00 ） 午後（ 13：00 ～ 17：00 ） 

月 上部消化管内視鏡検査 下部消化管内視鏡検査 

火 病棟業務 ＥＲＣＰ 

水 外来診療 病棟業務 

木 病棟業務 外来診療 

金 救急当番 病棟業務 

土 病棟業務/外来診療 — 

（循環器内科） 

  午前（ 9：00 ～ 12：00 ） 午後（ 13：00 ～ 17：00 ） 

月 病棟業務 トレッドミルテスト 

火 病棟業務 心臓カテーテル検査 

水 病棟業務 冠動脈ＣＴ 

木 病棟業務 心臓カテーテル検査 

金 心臓カテーテル検査 心臓カテーテル検査 

土 病棟業務 — 

（腎臓内科） 

  午前（ 9：00 ～ 12：00 ） 午後（ 13：00 ～ 17：00 ） 

月 透析・病棟・外来診療 透析・病棟・カンファレンス 

火 透析・病棟 病棟・シャントＰＴＡ 

水 透析・病棟・外来診療・腎生検 透析・病棟・カンファレンス 

木 透析・病棟 病棟・シャントＰＴＡ・シャント手術 

金 透析・病棟 透析・病棟 

土 透析・病棟 — 

（糖尿内科） 

  午前（ 9：00 ～ 12：00 ） 午後（ 13：00 ～ 17：00 ） 

月 病棟業務 病棟業務・症例検討会 

火 病棟業務 病棟業務・ミーティング 

水 外来診療 病棟業務 

木 病棟業務 病棟業務・糖尿病教室 

金 病棟業務 病棟業務 

土 病棟業務・オープン教室 — 
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８．受入可能な期間 

○ １期のみ  ２期連続 ○ その他 

 

９．受入可能な期 

（消化器内科） 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

× × ○ 〇 × ○ ○ ○ ○ × × 

（循環器内科） 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

× × 〇 〇 × 〇 × × × × × 

（腎臓内科） 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

× × × × × 〇 〇 〇 × × × 

（糖尿内科） 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

× × × × × 〇 〇 〇 × × × 

※当院研修医のローテートによりますので、事前にご相談ください。 

 

１０．宿舎 

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 34,000円／月＋光熱費 場所 病院から約   1 ㌔ 

宿舎の設備等   洗濯機など家具はありません。 

 

１１．食事について  

〇 院内コンビニ・売店 〇 近隣コンビニ等 〇 院内食堂    

× 病院食等    円／食 その他（                       ） 

 

１２．病院環境 

 

・研修医の数に対して指導医が多いため、マンツーマンの指導が受けられます。 

・一通りの診療科は揃っているので、安心して相談できる環境です。 
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医療機関名 
社会福祉法人 恩賜財団 

大阪府済生会野江病院 

住所 大阪府大阪市城東区古市1-3-25 

院長 三嶋 理晃 

病床数 ４００床 

常勤医師数 

１２０人（令和２年８月１日現在） 

 内 研修医１３名 

 （２年次６名、１年次７名） 

勤務日 月・火・水・木・金・月～金の祝 

研修医受入上限人数 １科あたり 1人／期 

標榜診療科 

血液内科、糖尿病・内分泌内科、脳神経内科、

精神科、呼吸器内科、消化器内科、循環器内科

腫瘍内科、腎臓内科、消化器外科、肛門外科、

乳腺外科、呼吸器外科、心臓血管外科、 

整形外科、脳神経外科、形成外科、皮膚科、 

泌尿器科、産科/婦人科、小児科、眼科、 

耳鼻咽喉科、麻酔科、救急集中治療科、 

リハビリテーション科、放射線診断科、 

放射線治療科、病理診断科、臨床検査科 

 

１．研修可能事項 

× 地域医療 × 一般外来（週   日） × 訪問診療（週   日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科（受入実績のある診療科） ○…必修診療科カウント可 

 救急集中治療科 ○ 消化器内科  産科・婦人科 ○ 循環器内科 

○ 血液リウマチ内科  整形外科  消化器外科  形成外科 

○ 小児科 ○ 呼吸器内科     

 

３．研修の目標 

  

４．研修の方略 

・救急では、一人の臨床医として持てる知識をフルに動員し、研修医参加型の研修を実践する。 

・内科では、すぐれた技量を持ち、患者に優しい医師となるための一般的知識・技術・接遇の基本を

習得することを目標とする。 

・外科では、基本的知識、手技の習得を目標とする。 

・救急研修では、自ら診断を下し治療計画をたてるという一連のプロセスを経験する。 

・内科研修では、厚生労働省の経験目標の基準を可及的に充足しつつ、患者サイドに立った医療への 

取り組み方を学ぶ。 

・外科研修では、第一に外科手術の基礎を理解する。外科手術は直接人体に侵襲を与え、患者にある 

程度の苦痛や危険性をともなうため、医師・患者間に十分な信頼関係を醸成する。 

※ 詳細はhttps://www.noe.saiseikai.or.jp/kenshu/program をご参照ください。 
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経験可能な手技 

（救急集中治療科） 

中心静脈カテーテル留置 気管内挿管 心肺停止 電気的除細動（含同期下除細動） 

気管切開    

 

５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時には

振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修   

病棟管理 救急対応  

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール   

※詳細は都度お尋ねください。研修希望の診療科より都度回答します。 

平日 午前（   ：   ～   ：   ） 午後（   ：   ～   ：   ） 

土 休 休 

 

８．受入可能な期間 

○ １期のみ ○ ２期連続 ○ その他（研修医のローテート状況により受入期間は要調整） 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ 〇 〇 〇 

※受入月は要調整 

１０．宿舎 

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約    ㌔ 

宿舎の設備等 

 

１１．食事について  

○ 院内コンビニ・売店 × 近隣コンビニ等 ○ 院内食堂 

○ 病院食等  280円／食 

（ビュッフェ形式） 

その他（院内コンビニはファミリーマート） 
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医療機関名 
独立行政法人 国立病院機構 

近畿中央呼吸器センター 

住所 大阪府堺市北区長曽根町１１８０ 

院長 尹 亨彦 

病床数 ３６５床 

常勤医師数 ３５人（令和3年3月1日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金 

研修医受入上限人数 ３人／年 

標榜診療科 

内科、心療内科、精神科、呼吸器科、循環器科、

アレルギー科、外科、整形外科、呼吸器外科、

心臓血管外科、気管食道科、放射線科、 

リハビリテーション科、歯科、麻酔科 

 

１．研修可能事項 

× 地域医療 × 一般外来（週   日） × 訪問診療（週   日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

○ 呼吸器科       

 

３．研修の目標 

 

４．研修の方略 

経験可能な手技  

気管支鏡検査 CTガイド下生検 胸腔穿刺 胸膜生検 

胸腔ドレナージ 人工呼吸管理   

 

５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

呼吸器疾患に必要な問診、視診、聴診所見、身体所見がとれる。呼吸器疾患に必要な診断のための

検査（呼吸機能検査、胸部CT、核医学検査、細菌学的検査、病理検査など）を理解し、活用または

施行できる。気管支鏡の適応を理解し、指導医の介助のもと、適切に施行できる。 

カンファレンスでプレゼンテーションを行う。気管支鏡検査を指導医の介助のもと、施行する。 
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６．経験できる研修  

緩和ケア 結核診療   

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール  

  午前（ 8：30 ～ 12：00 ） 午後（ 13：00 ～ 17：15 ） 

月 病棟業務 気管支鏡検査（水以外のいずれか午後半日） 

火 病棟業務 病棟業務、カンファレンス 

水 病棟業務 病棟業務、カンファレンス 

木 病棟業務 病棟業務、カンファレンス 

金 病棟業務 病棟業務 

土 休日 休日 

 

８．受入可能な期間   

○ １期のみ ○ ２期連続  その他 

 

９．受入可能な期    

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

１０．宿舎   

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 ２,２００円／泊 場所 敷地内 

宿舎の設備等 

トイレ、ユニットバス、ベッド、テレビ、冷蔵庫 

※全６部屋のため、使用状況によってはご案内できない場合があります。 

 

１１．食事について  

○ 院内コンビニ・売店 ○ 近隣コンビニ等 ○ 院内食堂    

× 病院食等    円／食 その他（                       ） 
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【臨床研修協力施設】 
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医療機関名 
学校法人 関西医科大学 

天満橋総合クリニック 

住所 大阪府大阪市中央区大手前１丁目７−３１ 

病院長 浦上 昌也 

常勤医師数 7人（令和3年３月１日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金 

研修医受入上限人数 ２人／期 

標榜診療科 内科、眼科、皮膚科、放射線科、乳腺外科 

 

１．研修可能事項 

× 地域医療 × 一般外来（週   日） × 訪問診療（週   日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可  

 内科       

 

３．研修の目標 

 

４．研修の方略 

経験可能な手技    

レントゲン検査 上部消化管透視診断 心電図診断 超音波検査 

 

指導医によるレクチャーのテーマ 

心電図の基本的なみかた 超音波診断について 

胸部レントゲン診断について 臨床検査データの基本的なみかたについて 

肝機能障害のみかた 生活習慣病のマネジメントについて 

高血圧のマネジメント（診断から降圧剤の使い方まで）など 

 

 

 

 

健診業務に参画し、予防医療の基本的な考えかたを学び、その実践に必要な基本的態度および技術を

身に着ける。また、希望に応じて、内科、眼科の外来業務にも参画し、都市型クリニックにおける総

合診療の基本的な考え方を学び、その実践に必要な基本的態度および技術を身に着ける。 

・指導医の指導のもとに健診の診察を行う。 

・指導医の指導のもとに健診結果判定および事後指導を行う。 

・人間ドック健診受診者の心電図診断を指導医のもとで行う。 

・超音波検査を指導医の指導のもとに行う。 

・胸部レントゲン検査、上部消化管透視診断を指導医のもとで行う。 

・研修医の希望に応じて、指導医の指導のもとに各科の外来診療に参画する。 

・各科の指導医によるレクチャーを受ける。 
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５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時には

振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修  

外来診療 健診結果判定  

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール  

  午前（ 8：45 ～ 12：45 ） 午後（ 13：45 ～ 17：00 ） 

月 人間ドック健診の診察、希望診療科外来見学 健康診断および結果判定、心電図診断 

火 人間ドック健診の診察、超音波診断 健康診断および結果判定、心電図診断 

水 人間ドック健診の診察、希望診療科外来見学 健康診断および結果判定、心電図診断 

木 人間ドック健診の診察、希望診療科外来見学 健康診断および結果判定、心電図診断 

金 人間ドック健診の診察、超音波診断 健康診断および結果判定、心電図診断 

 ＊毎日午後16時３０分頃よりレクチャー 

 

８．受入可能な期間   

○ １期のみ  ２期連続  その他 

 

９．受入可能な期    

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

１０．宿舎   

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用        円／月 場所 病院から約    ㌔ 

宿舎の設備等 

 

 

１１．食事について  

× 院内コンビニ・売店 〇 近隣コンビニ等 × 院内食堂    

× 病院食等    円／食 その他（ ビル地下及び近駅に食堂街         ） 
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医療機関名 
一般財団法人  

大阪府結核予防会 大阪病院 

住所 大阪府寝屋川市寝屋川公園2276-1 

院長 山本 隆文 

病床数 １９１床 

常勤医師数 １８人（令和2年8月1日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金 

研修医受入上限人数 1人／期 

標榜診療科 

内科、呼吸器内科、消化器内科、循環器内科、

アレルギー科、リウマチ科、外科、 

整形外科、肛門科、リハビリテーション科、

放射線科、麻酔科、神経内科、消化器外科 

 

１．研修可能事項 

○ 地域医療 ○ 一般外来（週に ５ 回） ○ 訪問診療（週に １ 回） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

 内科  呼吸器内科  アレルギー内科  リウマチ科 

 消化器内科       

 

３．研修の目標 

  

４．研修の方略 

 経験可能な手技 

気管内挿管 胸腔内トロッカー挿入 CVカテーテル挿入 気管支内視鏡 

消化器内視鏡    

 

５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

・診療科の枠を超えた幅広い研修を行う。 

・基本的に総合内科の研修を行うが、手術の見学等他科の見学も可能である。 
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６．経験できる研修 

総合内科診療 退院後の患者の往診  

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール 

  午前（ 9：00 ～ 12：00 ） 午後（ 13：00 ～ 17：20 ） 

月 病棟 気管支内視鏡 

火 消化器内視鏡 病棟 

水 病棟 カンファレンス 

木 病棟 外来 

金 病棟 カンファレンス 

土 休 休 

 

８．受入可能な期間 

○ １期のみ  ２期連続  その他 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ 〇 〇 〇 

 

１０．宿舎  

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約    ㌔ 

宿舎の設備等 

 

１１．食事について  

〇 院内コンビニ・売店 〇 近隣コンビニ等 〇 院内食堂 

〇 病院食等 308 円／食 その他（                       ） 
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医療機関名 
医療法人 健仁会 

アイル在宅医療クリニック 

住所 
大阪府守口市寺内町2-7—3 

サンキュービル２階 

院長 東 功 

常勤医師数 ３人（令和２年１０月１日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金 

研修医受入上限人数 １～２人／期 

標榜診療科 内科、緩和ケア、泌尿器科 

 

１．研修可能事項 

× 地域医療 × 一般外来（週  日） ○ 訪問診療（週 ５ 日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

 内科  緩和ケア  泌尿器科   

 

３．研修の目標 

 

４．研修の方略 

経験可能な手技 

輸血 カニューレ交換 胃瘻交換 腹水穿刺 

胸水穿刺    

 

５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修修了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

  

・癌終末期から慢性期の幅広い患者様の診察をする。 

・多職種連携の仕組みを学ぶことができる。 

・医療スキル以外にも重要となるコミュニケーション能力を育てる。 

在宅医は患者の健康管理や基本的な検査、治療以外にも緩和ケア、看取りという重要な仕事があ

り、患者や家族の希望を聞き、気持ちに寄り添った診療を行う。 
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６．経験できる研修    

訪問診療   

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール  

  午前（９：00 ～ 12：00） 午後（13：00 ～ 17：00） 

月 訪問診療 訪問診療 

火 訪問診療 訪問診療 

水 訪問診療 訪問診療 

木 訪問診療 訪問診療 

金 訪問診療 訪問診療 

土 休 休 

 

８．受入可能な期間 

○ １期のみ  ２期連続  その他 

 

９．受入可能な期 

 ※要相談 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

           

 

１０．宿舎   

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約    ㌔ 

宿舎の設備等 

 

１１．食事について  

× 院内コンビニ・売店 〇 近隣コンビニ等 × 院内食堂 

× 病院食等    円／食 その他（                       ） 
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医療機関名 
医療法人 徳洲会  

沖永良部徳洲会病院 

住所 鹿児島県大島郡知名町瀬利覚2208 

院長 玉榮 剛 

病床数 １３２床 

常勤医師数 ４人（令和2年8月1日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金・土（AM） 

研修医受入上限人数 １人／月 

標榜診療科 

内科、呼吸器内科、循環器内科、糖尿病内科、

腎臓内科、神経内科、外科、整形外科、 

精神科、小児科、皮膚科、泌尿器科、 

産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、 

リハビリテーション科、放射線科 

 

１．研修可能事項 

○ 地域医療 ○ 一般外来（週 ２ 日） ○ 訪問診療（週 1 日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

 内科       

 

３．研修の目標 

 

４．研修の方略 

経験可能な手技 

気管内挿管 各種縫合 胸腔ドレーン挿入 中心静脈確保 

動脈ライン確保    

 

 

 

・離島医療への理解と実践。総合診療が中心で、診療科の枠にとらわれずに患者様の診療に携わる 

・総合的な臨床能力を有する医師の育成 

・離島という地域特有の色々な場面において、沖永良部徳洲会病院における地域医療に携わること

で、人間として広い視野を持ち、真の医療を行える医師の育成 

・「乳児の発熱は小児科へ」「眼外傷は眼科へ」といった都会型のトリアージは一切行わず、総合

診療科での診察を行う。 

・常に実施可能な専門医へのコンサルトを行う。月平均２例の島外救急ヘリ搬送を経験する。 

・毎朝７時３０分から回診を行い、離島でしか経験できない医療を存分に実施する。 

・島全体や院内がコンパクトで、人と人との間が非常に近い環境において、良好な人間関係を構築

する。 
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５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修 

病棟回診 透析回診 手術 

リハビリ回診 ヘリ搬送（当該搬送） 気管支鏡 

ペースメーカー挿入 スワンガンツカテーテル挿入  

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール   

平日 
午前（ ８：30 ～ 12：00 ） 午後（ 14：00 ～ 17：00 ） 

外来診療 病棟管理 

土曜 
午前（ ８：30 ～ 12：00 ） — 

外来診療 — 

 

８．受入可能な期間 

○ １期のみ ○ ２期連続  その他 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ 〇 〇 〇 

 

１０．宿舎  

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約    1分 

宿舎の設備等    TV・クーラー・洗濯機・乾燥機・その他生活家電・WI-FI 

 

1１．食事について 

〇 院内コンビニ・売店 〇 近隣コンビニ等 〇 院内食堂 

〇 病院食等 300 円／食 その他（                       ） 

 

１２．生活環境 

・休みを利用して研修期間中にダイビングやケービングも経験できます。 

・気候同様に大変暖かな気質の島民に囲まれ、良い研修生活を送れます。 
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医療機関名 
医療法人 徳洲会 

帯広徳洲会病院 

住所 北海道河東郡音更町木野西通14丁目2-1 

院長 棟方 隆 

病床数 １５２床 

常勤医師数 ６人（令和3年3月1日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金・土（AM） 

研修医受入上限人数 1人／期 

標榜診療科 

内科、外科、消化器科、循環器科、小児科、

整形外科、歯科口腔外科、 

リハビリテーション科、放射線科、麻酔科 

 

１．研修可能事項 

○ 地域医療 ○ 一般外来（週 ５ 日） ○ 訪問診療（週 １ 日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

○ 内科 ○ 外科  人工透析   

 

３．研修の目標 

 

４．研修の方略 

経験可能な手技  

末梢静脈穿刺 中心静脈穿刺・カテーテル留置 動脈採血 各種エコー検査 

胸水穿刺ドレナージ 腹水穿刺ドレナージ   

 

 

 

・大学病院では経験する事が少ない多くのcommon disease診療を経験できる。 

・第一主治医として、診断方法や治療方針を自分で判断後に上級医の指導で決定できる。 

・胃アニサキス症等の地域特有の疾患も体験できる。 

・高齢者の症例が多い事も地域における当病院の特徴の一つであり、症例を通じて、患者のADLや

生活環境を考慮に入れた俯瞰的な視点に触れる事ができる。 

・地域医療研修として、多くのcommon diseaseの外来・入院診療を経験できる。 

・外来診療において初診で患者を診る事ができ、上級医の指導の元、検査や治療方針を決定できる。 

・入院となった場合は、第一の主治医となり日々患者さんに対応でき、退院後のフォローも可能であ

る。 

・高齢者施設等への往診も上級医に同行し体験できる。 

・症例の社会的な背景を理解し、各科にまたがる問題点を整理して、総合的・全人的な観点から、患

者にとって最良な方向性を研修医自らがマネジメントする。 
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５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修   

救急対応 外来対応 病棟回診 

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール 

  午前（  8：30 ～ 12：00  ） 午後（  12：00 ～ 17：00  ） 

月 救急 総合診 

火 外来診療 救急 

水 救急 介護施設往診 

木 外来診療 病棟回診 

金 救急 総合診 

土 救急 休 

 

８．受入可能な期間 

 １期のみ ○ ２期連続  その他 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ 〇 〇 〇 

 

１０．宿舎   

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・   円／月 場所 病院から約  0.5 ㌔ 

宿舎の設備等 

テレビ、冷蔵庫、洗濯機、電子レンジ、電磁調理器、炊飯器、掃除機、ベッド、寝具一式、テーブ

ル、カーペット(その他備品・・・キッチン用品・食器一式、洗剤、バスタオル等) 

 

１１．食事について  

〇 院内コンビニ・売店 〇 近隣コンビニ等 〇 院内食堂 

〇 病院食等   0 円／食 その他（                       ） 
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医療機関名 
医療法人 徳洲会 

喜界徳洲会病院 

住所 鹿児島県大島郡喜界町湾315番地 

院長 浦元 智司 

病床数 ８９床 

常勤医師数 ２人（令和3年1月1日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金・土（AM） 

研修医受入上限人数 1人／期 

標榜診療科 
内科、消化器内科、外科、小児科、皮膚科、 

泌尿器科、神経内科、整形外科等 

 

１．研修可能事項 

○ 地域医療 ○ 一般外来（週 5 日） ○ 訪問診療（週 1 日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

 内科  外科  小児科   

 

３．研修の目標 

 

４．研修の方略 

経験可能な手技   

気道確保 人工呼吸 胸骨圧迫 圧迫止血法 

包帯法 採血法 注射法 腰椎穿刺 

穿刺法 導尿法 ﾄﾞﾚｰﾝ・ﾁｭｰﾌﾞの管理 胃管の挿入と管理 

局所麻酔法 創部消毒とｶﾞｰｾﾞ交換 簡単な切開・排膿 皮膚縫合 

軽度の外傷・熱傷の処置 気管挿管 除細動 

 

  

・地域医療の特性及び地域包括ケアの概念と枠組みを理解し、医療・介護・保健・福祉に関わる様々

な施設や組織と連携をとる。 

・医療連携が可能な状況下で、一般外来診療・病棟診療（療養含む）初期救急対応等単独で診療がで

きる。 

・介護施設等連携先へ出向き診療を行う。 

・療養病棟診療など慢性期病棟の研修を行う。 

・在宅研修を行う。 
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５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修 

予防接種 慢性疾患診療  

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール 

  午前（9：00 ～ 12：00） 午後（14：00 ～ 17：00） 

月 一般外来診療 病棟診療・在宅診療・夕診対応診療 

火 一般外来診療 在宅（14：00 ～ 16：00） 

水 一般外来診療 夕診（16：00 ～ 17：30） 

木 一般外来診療 当番制にて担当調整 

金 一般外来診療 〃 

土 一般外来診療 休診 

 

８．受入可能な期間 

○ １期のみ  ２期連続 ○ その他（３ヶ月は不可） 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

× ○ ○ × × ○ × × × × ○ 

  

１０．宿舎  

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約   0.5 ㌔ 

宿舎の設備等 

・テレビ・冷蔵庫・電子レンジ・クーラー・洗濯機・炊飯器・ネット環境・ベット・テーブル等 

・自転車の貸出あり。（病院の車両貸出可能） 

 

１１．食事について  

× 院内コンビニ・売店 × 近隣コンビニ等 × 院内食堂 

〇 病院食等   0 円／食 その他（                       ） 
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医療機関名 
医療法人 徳洲会 

瀬戸内徳洲会病院 

住所 
鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋字 

トンキャン原1358-1（奄美大島） 

院長 髙橋 邦丕    

病床数 ６０床 

常勤医師数 ４人（令和3年4月1日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金・土（AM） 

研修医受入上限人数 1人／期 

標榜診療科 

内科、外科、整形外科、小児科、皮膚科、

眼科、耳鼻咽喉科、リハビリテーション科、

リウマチ科、放射線科、泌尿器科、 

消化器内科、呼吸器内科 

 

１．研修可能事項 

○ 地域医療 ○ 外来診療（週 ２ 日） ○ 訪問診療（月 2 日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

 内科  総合診療     

 

３．研修の目標 

 

４．研修の方略 

経験可能な手技   

採血法 注射法 胃管の挿入と管理 創部消毒とｶﾞｰｾﾞ交換 

簡単な切開・排膿 皮膚縫合   

 

 

 

 

 

 

・3つの有人離島を医療圏としている地域の特性を活かした医療を実践経験する。 

・医療の場による多様性を経験する。 

・多職種、医療機関同士と連携、協同する。 

・病歴聴取、身体診察に基づき検査、治療を計画、実施する経験を積む。 

・頻度の多い症候、病態に対する知識、対応を実践する中で理解を深める。 

・高齢者医療の特徴を、診療を通して学ぶ。 

・多疾患併存の患者や亜急性期、慢性期医療を経験する。 

・医療、介護制度や社会資源の活用を、症例を通じて学ぶ。 
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５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修    

外来対応 病棟管理  

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール 

平日 午前（ 8：30 ～ 12：00 ） 午後（ 12：00 ～ 17：00 ） 

土曜 午前（ 8：30 ～ 12：00 ）  

 

８．受入可能な期間 

 １期のみ ○ ２期連続（推奨）  その他 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

〇 〇 〇 × × ○ 〇 ○ 〇 〇 〇 

 

１０．宿舎 

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約 5分～10分 

宿舎の設備等 

 テレビ、洗濯機、クーラー、掃除機、冷蔵庫、ポット、ドライヤー等 

 

１１．食事について  

〇 院内コンビニ・売店 × 近隣コンビニ等 × 院内食堂 

〇 病院食等  300円／食 その他（                       ） 
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医療機関名 
医療法人 徳洲会 

名瀬徳洲会病院 

住所 鹿児島県奄美市名瀬朝日町28-1 (奄美大島) 

院長 松浦 甲彰 

病床数 ２７０床 

常勤医師数 １４人（令和３年３月３１日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金・土（AM） 

研修医受入上限人数 １人／期 

標榜診療科 

総合診療科、内科、外科、消化器内科、 

整形外科、脳神経外科、産婦人科、眼科、 

耳鼻咽喉科、麻酔科、歯科口腔外科 

 

１．研修可能事項 

× 地域医療 ○ 一般外来（週 １ 日） ○ 訪問診療（週 １ 日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可  

 内科       

 

３．研修の目標 

 

４．研修の方略 

経験可能な手技    

CV挿入 A-line挿入 胸水穿刺 腹水穿刺 

 

５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修  

外来対応 入院患者対応 救急搬送対応 

入院から退院、訪問診療について多職種と連携を取り合いながら診療を行う。 

・高齢者、慢性長期療養患者の診療を通じて、広く経験する。 

・複数の疾患を併せ持つ高齢者の治療・全身管理・今後の療養方針の考え方などについて学ぶ。 
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７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール  

  午前（7：45 ～ 12：00） 午後（13：00 ～ 17：00） 

月   

火  抄読会、CT カンファレンス 

水 医局勉強会  

木  CT カンファレンス 

金   

土  研修医勉強会（奇数月の第３土曜日） 

 

８．受入可能な期間  

 １期のみ 〇 ２期連続  その他 

 

９．受入可能な期    

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

〇 〇 × × × × × × × 〇 〇 

 

１０．宿舎   

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約 ０．５ ㌔ 

宿舎の設備等 

冷蔵庫、洗濯機、テレビ、Wi-Fi 

 

１１．食事について  

〇 院内コンビニ・売店 〇 近隣コンビニ等 〇 院内食堂    

〇 病院食等  ０ 円／食 その他（医局内にカップラーメン、清涼飲料水      ） 
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医療機関名 
医療法人 一祐会  

藤本病院 

住所 大阪府寝屋川市八坂町2番3号 

院長 程 修司 

病床数 １４８床 

常勤医師数 ２０人（令和2年9月1日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金・土（AM） 

研修医受入上限人数 1人／年 

標榜診療科 
内科、消化器内科、外科、消化器外科、 

整形外科、産婦人科、脳神経外科、麻酔科 

 

１．研修可能事項 

○ 地域医療 ○ 一般外来（週 １ 日） × 訪問診療（週   日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

 外科       

 

３．研修の目標 

 

４．研修の方略 

経験可能な手技 

手術助手 外科一般手技   

 

５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修  

地域包括ケア・社会的視点 外来対応 病棟管理 

救急対応 手術  

 

2次救急病院として緊急手術にも幅広く対応しているため様々な経験を積み学ぶ。 

専門医指導の下、腹腔鏡手術の基本手技を学ぶ。 
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７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール  

平日 午前（ 9：00 ～ 12：00  ） 午後（ 13：00 ～ 17：00  ） 

土 午前（ 9：00 ～ 12：00  ） 休 

※詳細は都度お尋ねください。 

 

８．受入可能な期間 

 １期のみ  ２期連続 ○ その他（状況により判断） 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

１０．宿舎  

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約    ㌔ 

宿舎の設備等 

 

１１．食事について  

× 院内コンビニ・売店 × 近隣コンビニ等 × 院内食堂 

〇 病院食等  420 円／食 その他（                       ） 
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医療機関名 
社会医療法人 信愛会  

交野病院 

住所 大阪府交野市松塚39-1 

院長 寳子丸 稔 

病床数 ２０８床 

常勤医師数 ２９人（令和2年8月1日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金・土 

研修医受入上限人数 1人／年 

標榜診療科 

内科、消化器内科、外科、整形外科、 

脳神経外科、小児科、皮膚科、泌尿器科、 

リハビリテーション科、救急科 

 

１．研修可能事項 

× 地域医療 ○ 一般外来（週 ２ 日） ○ 訪問診療（２週に１回） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

 内科       

 

３．研修の目標 

 

４．研修の方略 

経験可能な手技  

上・下部消化管内視鏡 腹部エコー 心エコー  

 

５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

 

・外来、入院ともに急性期疾患の診断・治療・管理に関する研修 

・一般内科外来 

・消化器、循環器系の各種検査 

・人工透析、急性期疾患の病棟管理 
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６．経験できる研修 

外来診療   

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール   

平日 午前（  9：00  ～   ：   ） 午後（   ：   ～  17：00  ） 

＊週２回程度の外来を考えていますが、現時点ではスケジュールは決まっていません。 

週１日の休みがあります。土曜日は12：00までです。 

 

８．受入可能な期間 

○ １期のみ  ２期連続  その他 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

○ 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ × × × ○ 

 

１０．宿舎  

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約    ㌔ 

宿舎の設備等 

 

１１．食事について  

〇 院内コンビニ・売店 × 近隣コンビニ等 〇 院内食堂 330円 

× 病院食等    円／食 その他（                       ） 
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医療機関名 
社会医療法人 弘道会 

萱島生野病院 

住所 大阪府門真市上島町22-11 

院長 仲谷 信治 

病床数 １４０床 

常勤医師数 ２６人（令和2年8月1日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金・土の内週5日 

研修医受入上限人数 1人／期 

標榜診療科 

内科、神経内科、消化器内科、循環器内科、 

小児科、外科、整形外科、眼科、脳神経外科、

心臓血管外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、

放射線科、麻酔科、耳鼻咽喉科、 

リハビリテーション科、救急科、 

人工透析内科、腎臓内科 

 

１．研修可能事項 

○ 地域医療 ○ 一般外来（週2～３日） ○ 訪問診療（週１～２日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

○ 内科  神経内科  外科 ○ 産婦人科 

 

３．研修の目標 

 

４．研修の方略 

経験可能な手技       

人工呼吸 胸骨圧迫 圧迫止血法 採血法 

注射法 ﾄﾞﾚｰﾝ/ﾁｭｰﾌﾞ類の管理 胃管の挿入と管理 創部消毒とガーゼ交換 

 

  

・地域の急性期一般病院として二次救急(救急車約3,000件/年)を中心とした急性期医療の研修 

・外来診療（一日平均約420名）やそれに伴う検査、処置等の研修 

・併設の訪問看護ステーションと連動して往診や訪問診療、看取り等の研修 

・外来診療、処置、検査等を経験する。 

・救急医療に携わり、急性期医療を学ぶ。 

・往診、訪問診療について経験し、関わりについて理解する。 
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５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修      

予防医療（予防接種含む） 地域包括ケア・社会的視点 外来対応 

救急対応   

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール 

  午前（9：00 ～ 13：00） 午後（14：00 ～ 17：00） 

月 外来・救急診療 入院診療・救急診療 

火 外来・救急診療 入院診療・救急診療 

水 外来・救急診療 往診・訪問診療 

木 外来・救急診療 入院診療・救急診療 

金 外来・救急診療 往診・訪問診療 

土 外来・救急診療 入院診療・救急診療 

 

８．受入可能な期間 

○ １期のみ  ２期連続  その他 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ 〇 〇 〇 

 

１０．宿舎  

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約    ㌔ 

宿舎の設備等 

 

１１．食事について  

〇 院内コンビニ・売店 〇 近隣コンビニ等 〇 院内食堂 

〇 病院食等  300円／食 その他（                       ） 
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医療機関名 
社会福祉法人 枚方療育園 

枚方総合発達医療センター 

住所 大阪府枚方市津田東町2丁目1-1 

院長 山西 千晶 

種別 医療型障害児入所施設・療養介護 

常勤医師数 ３０人（令和２年9月1日現在） 

勤務日 月・火・水・木・金 

研修医受入上限人数 1人／期 

標榜診療科 

内科、小児科、整形外科、精神科、 

皮膚科、外科、麻酔科、放射線科、歯科、

リハビリテーション科、眼科 

 

１．研修可能事項 

× 地域医療 × 一般外来（週   日） × 訪問診療（週   日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

 小児科  内科  整形外科   

 

３．研修の目標 

 

４．研修の方略 

 経験可能な手技 

経管チューブ挿入 気管カニューレ交換 点滴（ルート） 創傷処置 

シーネ固定 ギプス固定 看護・介護  

 

 

 

・入所する重症心身障害児者への医療、在宅障害児者への訪問診療を通し、生活に視点をおいた医

療支援の理解を深め、地域医療に携わる。また、附属の特別養護老人施設での高齢者診療に携わ

る。 

・様々な場面において他職種（リハ・栄養・看護・SW・介護等）と連携をはかり、医療と療育を継

続的に支援を目的とした、障害児者への個別支援を実践的に学ぶことができる。 

・重症心身障害児者の入所する病棟、および在宅障害児者の医療について、外来診療と病棟診療、

訪問診療、カンファレンス、座学を組み合わせた研修 

＜目標＞ 

・重症心身障害児者の基礎疾患の理解 

・重症心身障害児者の病態と対応の理解 

・重症心身障害児者の日常的な医療処置の理解と技術習得 

・療育におけるチーム医療の理解と体験 
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５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修 

定期受診 訪問リハビリ 装具診（整形） 

訪問診療（障害児者） リハビリ前診察 外来研修（週１回） 

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール 

  午前（ 9：00 ～ 12：00 ） 午後（ 13：00 ～ 17：00 ） 

月 研修・病棟 病棟 

火 外来・病棟 病棟・カンファレンス 

水 外来・病棟 訪問診療・病棟 

木 外来・病棟 訪問診療・病棟 

金 外来 研修・カンファレンス 

土 休み 休み 

 

８．受入可能な期間 

○ １期のみ  ２期連続  その他 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

× 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ × 〇 × 

 

１０．宿舎  

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約    ㌔ 

宿舎の設備等 

 

１１．食事について  

× 院内コンビニ・売店 × 近隣コンビニ等 ○ 院内食堂 

× 病院食等    円／食 その他（ 職員食堂あり、1食300円   ） 
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施設名 
社会福祉法人 関西福祉会  

陵東館 特別養護老人ホーム 

住所 大阪府堺市北区長曽根町1210-1 

総館長 戸松 生吉  

常勤医師数 ０人 

勤務日 月・火・水・木・金・土 

研修医受入上限人数 １人／期 

標榜診療科 ──── 

 

１．選択研修可能事項 

 保健所 ○ 介護施設・社会福祉施設  赤十字社血液センター 

 検診・健診の実施施設  国際機関  行政機関 

 矯正施設  産業保健の事業場   

 

２．研修の目標 

 

３．研修の方略 

経験可能な手技    

介護全般 入所者との対応 看取り介護 延命治療の選択 

認知症と向き合う 疾病の特徴 家族からの相談（全般）  

感染症対策 高齢者虐待防止 身体拘束廃止について  

 

４．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

５．経験できる研修  

施設への訪問診療 家族・ｹｱﾏﾈとのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 高齢者のための施設介護 

介護保険のしくみ  感染対策 認知症ケア 

  

特別養護老人ホームに入所生活する高齢者の介護、生活機能、認知症、医療体制を通して介護の 

現場を知る。また研修から高齢者介護、介護現場が抱える課題を探る。 

直接介護現場に入り介護を行ない、入所者、職員とともに施設内で過ごす。また嘱託医の指導を 

受ける。 
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６．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール  

  午前（  9：00 ～ 13：00  ） 午後（  14：00 ～ 18：00  ） 

月 高齢者介護 高齢者介護 

火 高齢者介護 高齢者介護 

水 高齢者介護 高齢者介護 

木 高齢者介護 高齢者介護 

金 高齢者介護 高齢者介護 

土 高齢者介護 高齢者介護 

 

７．受入可能な期間   

〇 １期のみ  ２期連続  その他 

 

８．受入可能な期    

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

９．宿舎   

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 陵東館内 

宿舎の設備等  和室（12畳１室のみ） 

 

１０．食事について  

× 院内コンビニ・売店 〇 近隣コンビニ等 × 院内食堂    

× 病院食等    円／食 その他（朝、昼は施設内食事、 

夕食は施設内食事又は外部での食事の選択 ） 

 



― 90 ―

医療機関名 
医療法人 楽樹会 

大越なごみの森診療所 

住所 
大阪府枚方市香里ケ丘10丁目3732番17  

3階 

院長 大越 猛 

常勤医師数 
１人 

（令和3年4月以降2～3名に増員予定） 

勤務日 月・火・水・木・金 

研修医受入上限人数 2人／期 

標榜診療科 

 

内科、緩和ケア内科 

 

 

１．研修可能事項 

× 地域医療 × 一般外来（週   日） ○ 訪問診療（週 ５ 日） 

 

２．研修受け入れ可能診療科 ○…必修診療科カウント可 

 内科  緩和ケア科     

 

３．研修の目標 

 

４．研修の方略 

 経験可能な手技 

採血 点滴、注射 胸腹部エコー 胸腹水穿刺 

心電図検査 医療用麻薬の管理   

 

 

 

・在宅医療、地域医療の現場を知り、患者を生活の場に根差した全人的存在として意識できるよう

になることで、医療人としての視野を拡大する。 

・在宅医療と病院医療の視点の違いを学ぶことで、よりスムーズな病診連携を行えるようになる。 

・在宅医療に従事する様々な職種の実際の活動を知ることで、在宅医療や地域包括ケアが具体的に

イメージできるようになる。 

・訪問診療に同行し、診療にも一部従事することで、在宅医療が実際に行うことのできる医学的管 

理の範囲を知り、在宅医療が大切にしている視点を学ぶ。 

・朝、夕のミーティングに参加することで、在宅医療の現場でどのように情報共有がなされている 

のか学ぶ。 

・希望に応じて退院前カンファレンス、訪問看護、訪問リハビリ、ケアマネージャー、社会福祉士 

の活動現場に同行することで、在宅医療における多職種連携や地域包括ケアの実際について学ぶ。 

写真等ご自由に 

ご利用ください。 
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５．研修評価 

自己評価 研修医は評価票に記入する。 

指導医評価 指導医は評価票を利用して、研修医から報告された到達目標の達成度や経験した 
症候／疾病・病態などの評価を行う。 

面談実施・記録 指導医と研修医は日々の診療を通じて意思疎通を図り、少なくとも研修終了時に

は振り返りの面談を行う。指導医は面談記録を残す。 
他職種評価 研修医は評価票を用いて他職種職員に評価をもらう。 
患者評価 研修医は評価票を用いて患者に評価をもらう。 

 

６．経験できる研修 

退院前カンファレンスへの参加 訪問看護への同行 訪問リハビリへの同行 

ケアマネジャーへの同行 社会福祉士の活動に同行 コミュニティサロンでの予防 

健康増進のための活動に参加 院内勉強会への参加 在宅での看取り 

生活サポート事業への同行 各種ミーティングへの参加  

 

７．研修医の勤務時間・研修週間スケジュール 

  午前（9：00 ～ 12：30） 午後（13：30 ～ 18：00） 

月 朝ミーティング、訪問診療など 訪問診療など、午後ミーティング 

火 朝ミーティング、訪問診療など 訪問診療など、午後ミーティング 

水 朝ミーティング、訪問診療など 訪問診療など、午後ミーティング 

木 朝ミーティング、訪問診療など 訪問診療など、午後ミーティング 

金 朝ミーティング、訪問診療など 訪問診療など、午後ミーティング 

 

８．受入可能な期間 

○ １期のみ ○ ２期連続  その他 

 

９．受入可能な期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 

4/1～ 

5/12 

5/13～ 

6/12 

6/13～ 

7/13 

7/14～ 

8/13 

8/14～ 

9/13 

9/14～ 

10/14 

10/15～

11/14 

11/15～ 

12/15 

12/16～ 

1/5 

1/6～ 

2/15 

2/16～ 

3/31 

× 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ 〇 〇 〇 

 

１０．宿舎   

宿舎  有 ・ 無 宿舎費用 無料 ・    円／月 場所 病院から約    ㌔ 

宿舎の設備等 

 

１１．食事について 

× 院内コンビニ・売店 〇 近隣コンビニ等 × 院内食堂 

× 病院食等    円／食 その他（                        ） 
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